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851年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝(ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ)ｱﾐｰﾙ｢Ahmad ibn Asad｣(~864年死去)
851年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱﾙ=ｻﾙﾄ･ﾋﾞﾝ･ﾏﾘｸ
851年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第73代ｱﾐｰﾙ:ｶｵﾄ･ｱﾍﾞﾙ･ﾜﾍﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾔﾋｱ(~852)
851年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾃﾞﾙﾁｽ1世｣
851年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻﾚﾙﾉ公｢ｼｺ2世｣(~853年退位~855年死去)
851年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｶﾞﾙｼｱ･ｲﾆｹﾞｽ｣ｲｺﾞﾆ･ｱﾘｽﾀの男子(~870年死去)
851年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾃﾞﾙｶﾞｰ｣(~854年)
851年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾒｰﾇ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ豪胆公｣(~856年)
851年2月15日-09:00|日本|  ||嘉祥4年1月11日|<任命>鎮守府将軍｢伴三宗｣(~08540911(嘉祥4年1月11日))
851年2月17日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|嘉祥4年1月13日|文徳天皇は先帝･仁明天皇の菩提を弔うために
  その陵の傍らに清涼殿の建物を移して寺とし嘉祥寺とした
851年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾉﾐﾉｴ(ﾈｳﾞｪﾉｴ)｣
851年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｴﾘｽﾎﾟｴ｣ｳﾞｧﾝﾇ伯､ﾉﾐﾉｴの息子(後に王として統治~8571102教会の祭
  壇にて陣内にいた従兄弟のｻﾛﾓﾝに暗殺された)
851年6月-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Muhammad ibn Ishaq ibn Ibrahim｣
851年6月-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Abdallah ibn Ishaq ibn Ibrahim｣⇒｢Muhammad 
  ibn Abdallah ibn Tahir｣(~867.11死去)
851年6月1日-09:00|日本|  ||仁寿1年4月28日|嘉祥から仁寿に改元
852年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾌﾟﾚｼｱﾝ1世｣
852年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第74代ｱﾐｰﾙ:ｱﾝﾊﾞｻ･ｲﾋﾞﾝ･ｲｼｬｸ･ｱﾙﾀﾞﾋﾞ(~856解任)
852年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾎﾞﾘｽ1世(ﾐﾊｲﾙ)｣(~889年退位~09020502死去)
852年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯･ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾌﾚﾄﾞﾛﾝ｣
852年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯･ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾚｰﾓﾝ1世｣(~863年廃位)
852年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣(~859年)
852年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Salomon de Bretagne｣(~860年)
852年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ﾙｼｮﾝ伯･ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢ｵﾀﾞﾘｯｸ｣ｲｽﾄﾗ辺境伯ｽﾆﾌﾚｯﾄﾞの子/ｼﾞﾛｰﾅ伯､ﾙｻﾘｮｰ伯
  ､ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｱ辺境伯(~858年)
852年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾎﾟﾜﾄｩｰ伯家ﾗﾇﾙﾌ1世｣(~866年)
852年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ首長国ｱﾐｰﾙ｢Mufarrag ibn Sallam｣(~857年)
852年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ﾍﾞｵﾙｰﾄｳﾙﾌ｣
852年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾌﾞﾙｸﾞﾚﾄﾞ｣(~874年)
852年2月24日-09:00|日本|  ||仁寿2年2月|夕刻西に彗星現る｡長さ5丈
852年3月25日-08:00|中国|  ||唐･大中6年3月|彗星が觜･参に出現
852年9月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第4代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ2世｣
852年9月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第5代ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣(~886年死去)
852年10月17日-08:00|中国|  ||唐･大中6年3月|ﾘｮｳが昌･資の二州を寇した
853年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｰﾀﾝ伯｢ｹﾞﾗﾝ(ﾜﾗﾝ)｣ｵｰｳﾞｪﾙﾆｭ伯､ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ公
853年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾙ伯･ｵｰﾀﾝ伯｢ｲｻﾞﾝﾊﾞｰﾙ｣ｹﾞﾗﾝとｱｯﾊﾞ(ｾｵﾃﾞﾝの娘)の子(~858年死去)
853年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Adelaide1世｣(~864年)
853年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢ﾍﾟｰﾀｰ｣⇒｢ｱﾍﾏｰ｣(~861年)
853年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ｻﾚﾙﾉ公｢ｼｺ2世｣(~855年死去)
853年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞｰﾙ･ｾﾙﾋﾞｱ戦争中､ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱのｸﾆｬｰｽﾞ･ﾎﾞﾘｽ1世が派遣したｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾗｻｰﾃ王
  子の攻撃をｾﾙﾋﾞｱ王｢ﾑﾃｨﾐﾙ｣が撃退
853年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osberht｣(~08661121)
853年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾉｰｽ人(ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞ)がﾀﾞﾌﾞﾘﾝを占領し､ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ王国を建国(~1170年)
853年2月3日-09:00|日本|  ||仁寿2年12月22日|<死去>小野篁(歌人･政治家)
853年3月13日-09:00|日本|京都府京都市|仁寿3年2月|京師･洛外に天然痘(疱瘡)流行､死者多数
853年4月12日-09:00|日本|神奈川県藤沢市|仁寿3年3月|慈覚大師が江島神社中津宮創建
853年5月29日-09:00|日本|  ||仁寿3年4月18日|<死去>仁明天皇皇子成康親王､疱瘡の為(17/母:女御藤原貞子)
853年7月13日-09:00|日本|  ||仁寿3年6月4日|<死去>桓武天皇皇子平葛原(68/母:夫人多治比真宗､元名:葛原親
  王)
853年9月7日-09:00|日本|京都府京都市|仁寿3年8月1日|右京で失火､民家180余焼失
853年9月30日-09:00|日本|  ||仁寿3年8月24日|<死去>百済河成(生年782年/公家､画家)
853年10月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<結婚>ｳｪｾｯｸｽ王ｴｾﾞﾙｳﾙﾌ
854年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王(東ｶﾞﾝｶﾞ朝)｢ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~898年)
854年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾎﾘｯｸ1世｣
854年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾎﾘｯｸ2世(ｴﾘｸ･ﾊﾞﾙﾝ)｣(~864年)
854年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｱﾃﾞﾙﾁｽ｣(~878.5暗殺される)
854年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelweard｣
854年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Eadmund｣(~08691120死去)
854年2月1日-08:00|中国|  ||唐･大中8年1月1日|朔､日食があった
854年5月13日-09:00|日本|京都府京都市|仁寿4年4月13日|文徳天皇､梨本院より冷然院に移る
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854年5月28日-09:00|日本|  ||仁寿4年4月28日|陸奥国で兵士が逃亡､叛乱
854年9月12日-09:00|日本|  ||仁寿4年8月17日|<任命>鎮守府将軍｢文室道世｣(~不詳)
854年12月23日-09:00|日本|  ||斉衡1年11月30日|仁寿から斉衡に改元
855年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻﾏﾝ朝(ｼｬｯｼｭ)ｱﾐｰﾙ｢Yahya ibn Asad｣
855年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ﾃﾞﾒﾄﾘｳｽ2世｣(~864年)
855年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬｽﾀﾆｽ朝国王｢Justan2世｣(~856年)
855年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Faridun ibn Qarin｣
855年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｲｸﾘﾃｨﾔ(ｸﾚﾀ島)首長｢ｼｭｱｲﾌﾞ1世･ﾌﾞﾝ･ｳﾏﾙ｣(~880年)
855年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ｱﾓﾘｱ朝)ﾐｶｴﾙ3世ﾒｽｨｿｽが叔父のﾊﾞﾙﾀﾞｽらと協力してにｸｰﾃﾞﾀｰを起こし､ﾃｵ
  ﾄﾞﾗを修道院に追放して親政を開始(~08670923)
855年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ王(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)｢ｼｬﾙﾙ｣西ﾌﾗﾝｸ王ｼｬﾙﾙ2世の子､ﾙｲ2世の弟(~866年)
855年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Athelstan Athelwulfes sunu｣
855年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢ｼﾝｹﾞﾝ･ｱﾌﾟ･ｶﾃﾞﾙ｣
855年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王代理｢ｴｾﾞﾙﾊﾞﾙﾄﾞ･Athelwulfes sunu｣(⇒856年王~08601220死去)
855年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Athelberht Athelwulfes sunu(Adelberht3世)｣(~08601220)
855年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｲｽをｸﾞｲﾈﾄﾞが統治(~878年)
855年1月23日-09:00|日本|静岡県菊川市|斉衡2年|天岳院創建(→応声教院)
855年2月21日-09:00|日本|  ||斉衡2年2月|東北に長星あり
855年7月10日-09:00|日本|奈良県奈良市|斉衡2年5月23日|東大寺大仏の仏頭が､5月10日と11日の地震が原因で
  落下/9月28日修繕
855年7月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第103代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ4世｣
855年8月17日-08:00|中国|  ||唐･大中9年7月|この月､浙江東道軍で乱が起こり､その観察使の李訥を追放
855年9月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立教皇｢ｱﾅｽﾀｼｳｽ3世ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾃｶﾘｳｽ｣(~24日)
855年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王｢ｼｬﾙﾙ(ｶｰﾙ)｣ﾛﾀｰﾙ1世の末子/ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱら成る中ﾌﾗ
  ﾝｸ王国の南半分を継承(~8630124死去,一代でﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王家は断絶､ｼｬﾙﾙの兄であるｲﾀﾘｱ王ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ2世がﾌﾟﾛｳﾞｧ
  ﾝｽ王を兼ねた)
855年9月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ﾛﾀﾘｳｽ1世｣
855年9月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第104代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ3世｣(~08580417死去)
855年9月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ2世｣ｲﾀﾘｱ王(~08750812没)
855年9月29日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ﾛﾀｰﾙ2世｣ﾛﾀｰﾙ1世の次男/中ﾌﾗ
  ﾝｸ王国の北半分(ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ)を継承(~08690808死去)
855年11月30日-09:00|日本|京都府京都市|斉衡2年10月18日|山崎津頭で失火､民家300余戸焼失
856年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>古ﾏﾀﾗﾑ王国国王｢ﾗｶｲ･ｶﾕﾜﾝｷﾞ｣(~890年)
856年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼﾞｬﾜ島のﾌﾞﾗﾝﾊﾞﾅﾝ寺院が建立される
856年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｼﾐｰﾙのｶｰﾙｺｰﾀ朝が滅び､ｳﾄﾊﾞﾗ朝がおこる
856年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻﾏﾝ朝(ﾍﾗｰﾄ)ｱﾐｰﾙ｢Ilyas ibn Asad｣
856年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝(ﾍﾗｰﾄ)ｱﾐｰﾙ｢Ibrahim ibn Ilyas｣(~867年)
856年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬｽﾀﾆｽ朝国王｢Vahsudan of Daylam｣(~865年)
856年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第75代ｱﾐｰﾙ:ﾔｼﾞﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｱﾙﾊﾙﾜﾆ(~867解任)
856年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣
856年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ﾏﾌﾏﾄﾞ｣(~863年)
856年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾒｰﾇ公｢ﾙｲ吃音公｣(~858年)
856年2月10日-09:00|日本|京都府京都市西京区|斉衡2年|左大臣藤原緒嗣が自らの山荘に神修上人を開山として
  法輪寺(のちに仙遊寺→泉涌寺/京都府)創建
856年2月10日-08:00|中国|  ||唐･大中10年|唐､厖特勤をｳﾙｸﾞ=ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ=ｸﾄ=ﾌﾞﾙﾐｼｭ=ｱﾙﾌﾟ=ｷｭﾘｭｸﾞ=ﾋﾞﾙｹﾞ=ｶｶﾞﾝ(懐
  建可汗)に冊立
856年3月17日-09:00|日本|  ||斉衡3年2月8日|<任命>鎮守府将軍｢小野春枝｣(~不詳)
856年7月30日-09:00|日本|  ||斉衡3年6月25日|<死去>源潔姫､嵯峨天皇の皇女､藤原良房室(生年810年)
856年12月22日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝのﾀﾞﾑｶﾞﾝで地震､死者20万人
856年12月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞ(ﾉﾙﾏﾝ人)､ﾊﾟﾘを攻撃し､ｾｰﾇ左岸を翌年にかけて占拠し､教会･
  修道院･耕作地を荒らす
857年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Gauzbert｣(~892年)
857年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾆﾄﾗ公｢ｽｳﾞｧﾄﾌﾟﾙｸ1世｣(~870年)
857年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ首長国ｱﾐｰﾙ｢Sawdan｣(~871年)
857年1月30日-08:00|中国|  ||渤海･咸和27年|<即位>渤海国王｢大虔晃｣(~咸通12年(871年)死去)
857年2月15日-09:00|日本|  ||斉衡4年1月17日|｢開元大衍暦｣廃止｡｢五紀暦｣を採用
857年3月18日-09:00|日本|  ||斉衡4年2月19日|藤原良房が太政大臣に就任(人臣太政大臣の初め)
857年3月20日-09:00|日本|  ||天安1年2月21日|斉衡から天安に改元
857年3月31日-09:00|日本|秋田県大館市|天安1年3月3日|地震により､大館地方松峰山伝寿院の堂舎が倒壊｡山崩
  れにより仏像が谷底に埋まる
857年5月20日-09:00|日本|  ||天安1年4月23日|近江国の相坂(逢坂)関を復活
857年5月27日-08:00|中国|  ||唐･大中11年5月|容管軍が乱を起こし､その経略使の王球を追放
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857年6月25日-09:00|日本|長崎県対馬市|天安1年6月|対馬島で島内の豪族が300人ほどの兵を率いて対馬守を襲
  撃
857年9月22日-09:00|韓国|  ||新羅･憲安王1年9月|<死去>新羅王｢文聖王｣病死
857年9月22日-09:00|韓国|  ||新羅･憲安王1年9月|<即位>新羅王｢憲安王｣(~08610129死去)
857年9月22日-08:00|中国|  ||唐･大中11年9月1日|彗星が房に出現
857年11月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｴﾘｽﾎﾟｴ｣教会の祭壇にて陣内にいた従兄弟のｻﾛﾓﾝに暗殺され
  た
857年11月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｻﾛﾓﾝ(ｻﾗｳｰﾝ)｣ﾚﾝﾇ伯兼ﾅﾝﾄ伯 ｴﾘｽﾎﾟｴに対する反乱を導く(後に
  王として統治~874年義理の息子であるｳﾞｧﾝﾇ伯 ﾊﾟｽｸｳﾞｪﾃﾝ並びにｴﾘｽﾎﾟｴの義理の息子であるｸﾞﾙｳﾞｧﾝﾄの一派に
  よって暗殺された)
858年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾙ伯･ｵｰﾀﾝ伯｢ｲｻﾞﾝﾊﾞｰﾙ｣
858年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾙﾙ伯｢Gerard｣(~868年)
858年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾀﾝ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ2世(毛深脚伯)｣ﾍﾞﾙﾅｰﾙ1世の子(~861年)
858年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢William2世｣(~862年)
858年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ﾙｼｮﾝ伯｢ｳﾝﾌﾘｰ｣(~865年);ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯(~862年)
858年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ｺﾝﾗｰﾄ｣(~859年)
858年1月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｾﾞﾙｳﾙﾌ･Ecgbehrtes sunu｣(62歳)
858年1月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｾﾞﾙﾊﾞﾙﾄﾞ･Athelwulfes sunu｣(共同統治~08601220~0865.9死
  去)
858年1月19日-08:00|中国|  ||渤海･正永1年|渤海の大虔晃が正永(-870年)と改元
858年2月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Cinaedh mac Ailpin(ｹﾈｽ1世征服王)｣
858年2月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Domhnall mac Ailpin(ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ1世)｣(~08620413死去)
858年4月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第104代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ3世｣
858年4月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第105代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ1世｣(~08671113死去)
858年5月25日-09:00|日本|京都府京都市東山区|天安2年4月9日|六道珍皇寺金堂･礼堂焼亡
858年5月25日-08:00|中国|  ||唐･大中12年4月9日|嶺南軍が乱を起こし､その節度使の楊発を追放
858年7月4日-08:00|中国|  ||唐･大中12年5月20日|湖南軍が乱を起こし､その観察使の韓琮を追放
858年7月6日-09:00|日本|京都府京都市|天安2年5月22日|<天安2年平安京大洪水>大雨が続き､川の流れは激しく
  ついに水があふれ､すさまじい勢いで平地に水が拡がり橋は流され､道路は川となり､東堀川の水は冷然(冷泉)
  院の屋敷に流れ込み､庭中がまるで池のようになった/左衛門の府の宿直小屋は流され､公卿や役人たちは､各
  々の部下を草履や裸足まま率いて競って川べりに行き､堀を造って流水を防いだ/左京も右京も水害となり､死
  亡者はおびただしい
858年7月20日-09:00|日本|大阪府|天安2年6月7日|和泉国で地震/官舎六十余･民家三十家余を損傷
858年7月20日-08:00|中国|  ||唐･大中12年6月6日|江西都将の毛鶴がその観察使の鄭憲を追放
858年8月4日-08:00|中国|  ||唐･大中12年6月21日|南蛮が辺境を寇した
858年8月13日-08:00|中国|  ||唐･大中12年7月|容州の将の来正がそむき､処刑された
858年9月11日-08:00|中国|  ||唐･大中12年8月|宣歙の将の康全泰がその観察使の鄭薰を追放し､淮南節度使の
  崔鉉が宣歙池観察処置使を兼ねてこれを討った
858年10月7日-09:00|日本|  ||天安2年8月27日|<死去>第55代｢文徳天皇｣32歳(誕生:天長4(827)08)皇太子惟仁
  親王践祚
858年11月10日-08:00|中国|  ||唐･大中12年10月|康全泰が処刑された
858年12月15日-09:00|日本|  ||天安2年11月7日|<就任>摂政｢藤原良房｣人臣初
858年12月15日-09:00|日本|  ||天安2年11月7日|<即位>第56代｢清和天皇｣惟仁親王
859年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Ibrahim ibn Muhammad｣(~902年)
859年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Conrad1世｣Adelaide1世と結婚(~864年死去)
859年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢Rudolph1世｣(~866年)
859年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世｣(~871年)
859年1月2日-09:00|日本|  ||天安2年11月25日|中宮職を改め皇太后宮職とする
859年1月8日-08:00|中国|  ||唐･大中12年12月|毛鶴が処刑された
859年1月16日-09:00|日本|  ||天安2年12月9日|十陵四墓を定める
859年2月7日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|天安3年|真雅僧正,無量寺創建(千仏洞で有名)
859年2月7日-09:00|日本|広島県山県郡北広島町|天安3年|この頃,木造薬師如来像他11体(千代田古保利薬師堂
  蔵)成る
859年2月7日-08:00|中国|  |||<即位>大礼(国号を南詔から改める)皇帝｢世隆｣(~877年)
859年2月7日-08:00|中国|  ||唐･大中13年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅ﾜ那｣(~887年)
859年2月22日-09:00|日本|  ||天安3年1月16日|<任命>鎮守府将軍｢坂上当道｣(~不詳)
859年3月12日-09:00|日本|京都府京都市|天安3年2月5日|右京失火､民家数10戸焼く
859年3月18日-09:00|日本|京都府京都市|天安3年2月11日|右大臣藤原良相､崇親院･延命院を建立/藤原一族の困
  窮者･病者を救済
859年5月6日-09:00|日本|京都府京都市左京区|貞観1年4月|藤原山蔭が一門の氏神として奈良の春日大社四座の
  神を勧請し吉田神社(京都府)創建
859年5月20日-09:00|日本|  ||貞観1年4月15日|天安から貞観に改元
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859年6月2日-09:00|日本|  ||貞観1年4月28日|饒益神宝を鋳造
859年9月10日-08:00|中国|  ||唐･大中13年8月10日|<死去>唐第19代皇帝｢宣宗李忱｣(50)
859年9月13日-08:00|中国|  ||唐･大中13年8月13日|<即位>唐第20代皇帝｢懿宗李ｻｲ｣(~咸通14年7月19日(873年8
  月15日)死去)
859年10月2日-09:00|日本|滋賀県大津市|貞観1年9月3日|僧円珍が圓城寺(三井寺)を再建
860年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾏﾄﾗ王がﾅｰﾗﾝﾀﾞｰに仏教寺院を建設
860年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ｼｭｰﾗﾊﾟｰﾗ1世｣(~872年)
860年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||ｲｴﾒﾝのﾗｯｼｰ朝を創始したｲﾌﾞﾗﾋｰﾑが没
860年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾙｰｽ族がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾞﾙを初襲撃
860年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｶﾞｲ1世｣
860年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Salomon｣(~869年死去)
860年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊﾞｸﾞｾｯｼﾞ｣(~8710108死去)
860年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｱﾙﾌﾞﾊｲﾑをﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞが併合
860年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｿｸﾞﾝがﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞに併合
860年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人ﾅﾄﾞｯﾄﾞ､ｱｲｽﾗﾝﾄﾞを探検
860年1月27日-09:00|日本|東京都墨田区|貞観2年|円仁(慈覚大師)により隅田川畔(東駒形)に最勝寺建立
860年1月27日-09:00|日本|福岡県北九州市|貞観2年|大宰大弍清原真人岑成､勅命により西門鎮護の要津門司の
  霊峰筆立山麓の地を卜して宇佐神宮の御分霊を祀り神功皇后御着用の御甲を御神霊(御神体)に奉じて甲宗八
  幡神社創建
860年1月27日-09:00|日本|山形県山形市|貞観2年|慈覚大師円仁,立石寺(山寺)創建<天台宗>
860年1月27日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･建極1年|雲南の南詔国が交州を襲い､府城を攻略
860年1月27日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･建極1年|南詔･世隆が建極と改元(-877)
860年1月27日-08:00|中国|  ||唐･大中14年1月|浙東の人の仇甫がそむき､安南経略使の王式が浙江東道観察使
  となってこれを討った
860年3月10日-09:00|日本|  ||貞観2年2月14日|<任命>鎮守府将軍｢小野春枝｣(~不詳)
860年4月27日-09:00|日本|  ||貞観2年4月3日|<貞観2年4月3日><創建>清和天皇が岩清水八幡宮
860年8月21日-08:00|中国|  ||唐･大中14年8月1日|仇甫が処刑された
860年10月2日-09:00|日本|  ||貞観2年9月14日|<貞観2年平安京･畿内風水害>(～15日)平安京を流れる東西の桂
  川と鴨川(賀茂川)が洪水となり,人も馬も通れなくなった/大阪湾に高潮が発生し広い地域で人や家畜に被害
  が出た
860年10月9日-09:00|日本|  ||貞観2年10月21日|諸国の禁野での狩猟を禁止
860年10月18日-08:00|中国|  ||唐･大中14年10月|安南都護の李ｺが播州で勝利
860年11月24日-09:00|日本|  ||貞観2年11月7日|禁野で狩をすることが禁じられる
860年12月17日-08:00|中国|  ||唐･咸通1年11月2日|唐の懿宗が咸通(-874年11月)と改元
860年12月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｾﾞﾙﾊﾞﾙﾄﾞ･Athelwulfes sunu｣
860年12月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹﾝﾄ､ｴｾｯｸｽ､ｻｾｯｸｽは全てｳｪｾｯｸｽに統合
861年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Haytham1世｣
861年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾄﾞ1世｣
861年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯･ｵｰﾀﾝ伯･ﾅﾝﾄ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ豪胆公｣兼ﾈｳｽﾄﾘｱ辺境伯､ﾄｩｰﾙ伯/ﾛﾍﾞｰﾙ3世･ﾄﾞ･ﾍｽﾊ
  ﾞｲﾕとﾜﾙﾄﾞﾗﾃﾞの息子(~8660702死去/45歳)
861年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾄﾞ2世ｻｲﾗｯﾂ｣ﾗﾝﾄﾞ1世の息子(~同年廃位)⇒｢ﾊﾟﾝﾄﾞ･ｲﾙ･ﾗﾊﾟｽ｣ﾗﾝﾄﾞ2世ｻｲﾗ
  ｯﾂのおじ(~862年死去)
861年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢ｶﾞｲﾌｧｰ｣(~880年死去)
861年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾀｺｲ｣(~873年)
861年1月17日-08:00|中国|  ||唐･咸通1年12月3日|雲南蛮が安南を寇した
861年2月14日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･世隆王3年;唐･咸通2年|南詔国が唐･安南都護府城を陥れる
861年3月5日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||渤海･正永4年1月20日|出雲国に渤海使李居正らが来朝
861年3月14日-09:00|韓国|  ||新羅･憲安王5年1月29日|<死去>新羅王｢憲安王｣病死
861年3月14日-09:00|韓国|  ||新羅･憲安王5年1月29日|<即位>新羅王｢景文王｣(~08750812死去)
861年4月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|貞観3年3月14日|東大寺大仏修造終わる
861年5月20日-09:00|日本|福岡県直方市|貞観3年4月7日|<直方隕石>福岡の直方にある武徳神社境内に隕石が落
  下(翌日深くえぐられた土中から黒く焦げた石が掘出され､桐箱に納めて保存/重量472gのL6-ｺﾝﾄﾞﾗｲﾄの石質隕
  石)
861年7月27日-09:00|日本|  ||貞観3年6月16日|長慶宣明暦経を採用
861年9月8日-09:00|日本|京都府京都市|貞観3年8月|京都で赤痢流行､10歳以下の男女児多数死亡
861年9月9日-08:00|中国|  ||唐･咸通2年8月|雲南蛮がﾖｳ州を寇した
861年10月8日-08:00|中国|  ||唐･咸通2年9月|雲南蛮がｽｲ州を寇した
861年10月26日-09:00|日本|  ||貞観3年9月19日|<死去>桓武天皇皇女伊都内親王(平城天皇皇子阿保親王妃､在
  原業平生母)
861年12月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第10代ｶﾘﾌ｢ﾑﾀﾜｯｷﾙ｣殺害される
861年12月11日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第11代ｶﾘﾌ｢ﾑﾝﾀｽｨﾙ｣(~08620607死去)
862年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Varagunavarman2世｣(~880年)
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862年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｾｲﾛﾝのｾｰﾅ2世がﾊﾞｰﾝﾃﾞｨｱ朝を攻略
862年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾘｭｰﾘｸ｣ﾉﾙﾏﾝ人の首長/ﾛｼｱ最初の国家ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ公国建国(~879年死去)
862年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾀｰﾋﾙ朝第4代国王｢ﾀｰﾋﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ(ﾀｰﾋﾙ2世)｣
862年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝第5代国王｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀｰﾋﾙ｣ﾀｰﾋﾙ2世の子(~873年)
862年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ公｢ﾘｭｰﾘｸ｣建国(~879年死去)
862年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾄﾞ･ｲﾙ･ﾗﾊﾟｽ｣
862年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Sunyer2世｣(~915年)､｢Dela｣(~894年)
862年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Stephen｣(~863年)
862年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世鉄腕伯｣(~879年死去)
862年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世(鉄腕伯)｣(~879年死去)
862年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰ伯｢Louis｣(⇒8771008､ﾌﾗﾝｽ王)
862年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾃﾞﾅﾙﾌ｣ﾊﾟﾝﾄﾞ･ｲﾙ･ﾗﾊﾟｽの息子(~863年廃位)
862年2月3日-09:00|日本|青森県むつ市|貞観4年|天台宗の僧円仁が恐山菩提寺創建
862年2月3日-09:00|日本|  ||貞観4年1月1日|<頒行開始>｢宣明暦｣(渤海使のもたらした唐の長慶暦.大衍暦･五
  紀暦から改暦⇒823年間使用され誤差蓄積)す
862年3月20日-09:00|日本|京都府京都市下京区|貞観4年2月16日|藤原良縄､葛野群の別業を道場とし､真如院と
  号す
862年4月3日-09:00|日本|京都府京都市|貞観4年3月|朝廷が京都市中警備に保長制を導入し､京中を警備
862年4月12日-08:00|中国|  ||唐･咸通3年3月10日|帰義軍節度使の張義潮が涼州で勝利
862年4月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Domhnall mac Ailpin(ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ1世)｣
862年4月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Causantin mac Cinaedh(ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ1世ﾜｲﾝ豊穣王)｣反乱側(~
  877年死去)
862年6月7日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第11代ｶﾘﾌ｢ﾑﾝﾀｽｨﾙ｣
862年6月8日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第12代ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀｲｰﾝ｣(~08661017､譲位ｻｰﾏｯﾗ―の獄に投
  じられﾑｩﾀｯｽﾞにそそのかされた侍従に獄中で殺害された)
862年7月31日-08:00|中国|  ||唐･咸通3年7月|徐州の武寧軍が乱を起こし､その節度使の温璋を追放
862年7月31日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王2年7月|新羅･景文王:唐に対して使者を派遣して土産物
  を貢納
862年8月26日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|貞観4年7月27日|嘉祥寺西院を分離し貞観寺とする
862年9月28日-08:00|中国|  ||唐･咸通3年9月|嶺南西道軍が乱を起こし､その節度使の蔡京を追放
862年11月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｼﾘｱのﾋﾑｽ住民が反乱をおこすが鎮圧される
862年11月2日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|貞観4年10月7日|伴善男､山城国紀伊郡の別業を道場とし報恩寺
  と号す
862年11月25日-08:00|中国|  ||唐･咸通3年11月|雲南蛮が安南を寇した
862年11月30日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾏｴﾙ･ｾｸﾗﾝ･ﾏｯｸ･ﾒｲﾙ･ﾙｱﾅｲﾄﾞ｣
862年11月30日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｴﾄﾞ･ﾌｨﾝﾘｱｽ･ﾏｯｸ･ﾆｰﾙ｣(~08791120死去)
863年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢ｳﾝﾌﾘｰ｣ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ﾙｼｮﾝ伯(~864年)
863年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｱﾝﾌﾘ･ﾄﾞ･ｺﾞﾃｨ｣(~865年)
863年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｽﾆｴｰ2世｣(~865年)ｱﾝﾌﾘの対立伯
863年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ辺境伯｢ｳﾝﾛｯｸ(3世)｣(~874年死去)
863年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ｽﾞｨﾔｰﾀﾞ･ｱﾗｰﾌ2世｣(~864年)
863年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ2世ｲﾙ･ｳﾞｪｽｺﾌｫ｣ﾊﾟﾝﾃﾞﾅﾙﾌのおじ(~866年廃位)
863年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞ王｢Harald Halvdansson "Harfagre"｣(~872年)
863年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾃﾞﾅﾙﾌ｣
863年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯･ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾚｰﾓﾝ1世｣
863年-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾓﾗｳﾞｨｱにｷｭﾘﾛｽ兄弟がｷﾘｽﾄ教(ｷﾞﾘｼｱ正教)を伝導
863年1月23日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･世隆王5年;唐･咸通4年1月|南詔国が唐･安南都護府城を占領
863年1月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王｢ｼｬﾙﾙ(ｶｰﾙ)｣一代でﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王家は断絶､ｼｬﾙﾙの兄であるｲﾀﾘｱ
  王ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ2世がﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王を兼ねた
863年1月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王｢ﾙｲ｣(ｲﾀﾘｱ王ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ2世､ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2
  世~870年､ﾒﾙｾﾝ条約で､ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王位は西ﾌﾗﾝｸ王位に統合)
863年1月25日-09:00|日本|  ||貞観5年1月3日|<死去>源定(生年816年/皇族)
863年1月29日-08:00|中国|  ||唐･咸通4年1月7日|雲南蛮が安南を陥落させ､蔡襲がここに死んだ
863年2月10日-09:00|日本|  ||貞観5年1月19日|<死去>大原内親王(生年生年未詳/皇族､伊勢斎宮)
863年2月16日-09:00|日本|  ||貞観5年1月25日|<死去>源弘(生年812年/皇族)
863年7月6日-09:00|日本|  ||貞観5年6月17日|越中･越後で地震/山崩れ,谷埋まり,水湧き,民家破壊し,圧死多
  数/直江津付近にあった数個の小島が壊滅
863年8月18日-08:00|中国|  ||唐･咸通4年7月1日|朔､日食があった
864年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻﾏﾝ朝(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ｱﾐｰﾙ｢Ahmad ibn Asad｣
864年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝(ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ･ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ｱﾐｰﾙ｢ﾅｽﾙ1世｣(~892.8死去)
864年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世｣(~871年)
864年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾗｳﾞｨﾄﾞ･ｲﾏｰﾑ｢Hasan ibn Zayd｣(~884年)
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864年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王国のﾎﾞﾘｽ汗が授洗しｷﾘｽﾄ教(ｷﾞﾘｼｱ正教)を受容
864年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ伯｢Conrad1世｣
864年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾄﾙﾋﾟﾐｰﾙ1世｣
864年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ1世｣
864年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Baldwin Iron Arm｣(~879年)､｢Teutricius｣(~886年)
864年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Bernard Plantapilosa｣(~886年)
864年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ豪胆公｣Adelaide1世と結婚(~8660702死去)､｢Conrad2世｣(~876年死
  去)
864年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ｽﾞﾃﾞｽﾗﾌ｣(1回目~ﾄﾞﾏｺﾞｼﾞに追放される)⇒｢ﾄﾞﾏｺﾞｼﾞ｣(~876年､死去)
864年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣(~875年死去)
864年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公(ｾﾙｷﾞｰ朝)｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ3世｣(~870.3死去)
864年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ国王｢ｶｰﾙﾏﾝ｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世の長男(~880年)
864年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ﾔﾌﾔｰ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(ﾔﾌﾔｰ1世)｣
864年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾈｺｰﾙ王国ｽﾙﾀｰﾝ｢Sa'id2世｣(~916年)
864年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ﾔﾌﾔｰ･ｲﾌﾞﾝ･ﾔﾌﾔｰ(ﾔﾌﾔｰ2世)｣(~874年死去)
864年2月8日-08:00|中国|  ||唐･咸通4年12月27日|昭義軍が乱を起こし､その節度使の沈詢を殺した
864年2月29日-08:00|中国|  ||唐･咸通5年1月19日|雲南蛮がｽｲ州を寇した
864年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公(ﾘｳﾄﾞﾙﾌｨﾝｸﾞ家)｢ﾘｳﾄﾞﾙﾌ｣
864年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公(ﾘｳﾄﾞﾙﾌｨﾝｸﾞ家)｢ﾌﾞﾙﾝ｣(~08800202)
864年4月4日-09:00|日本|  ||貞観6年2月24日|<死去>慈覚大師円仁(天台宗山門派の租)[0794年生](享年71)
864年4月10日-08:00|中国|  ||唐･咸通5年3月|唐軍が南詔軍と広西のﾖｳ州で戦い､敗北
864年4月23日-09:00|日本|  ||貞観6年3月14日|彗星東に見ゆ｡営室宿にあって長さ4尺ほど
864年6月21日-08:00|中国|  ||唐･咸通5年5月14日|彗星が婁に出現
864年7月2日-09:00|日本|  ||貞観6年5月25日|<富士山貞観の噴火>(~貞観8年)富士山噴火の勢いは甚だ激しく､
  1､2里四方の山を焼き尽くした/火炎は20丈の高さに及び､大音響は雷のようで､大地震が3回あった/10日以上
  経過しても､火の勢いは衰えず岩を焦がし峰を崩し､砂や石が雨のように降る/富士山の西北にある本栖湖に焼
  け石が流れ込んだ/多くの民家が溶岩流の下敷きになった/火は甲斐国との境に達した/｢せの海｣に溶岩が流入
  し,精進湖･西湖に分断される
864年9月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第13代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄﾗﾄﾞﾆｺ｣
864年9月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第14代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｵﾙｿ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ1世｣(~881年)
864年10月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾗｳﾞｨｰ朝ｴﾐｰﾙ｢ﾊｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾞｲﾄﾞ｣建国(~8840106死去)
865年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Jayashakti｣｢Vijayashakti｣(~885年)
865年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬｽﾀﾆｽ朝国王｢Khurshid of Daylam｣(~同年廃位)⇒｢Justan3世｣(~919年)
865年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾛｺﾞﾝ2世｣
865年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Oliba2世｣Oliba1世の息子(~872年)
865年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ2世｣(~877年死去)
865年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ﾙｼｮﾝ伯｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ2世｣ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯ﾍﾞﾙﾅｰﾙの子/ｼﾞﾛｰﾅ伯､ｺﾞﾃｨｱ辺境伯､ｾﾌﾟﾃ
  ｨﾏﾆｱ辺境伯.反乱を起こした(~8780911)
865年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Robert｣ﾄﾛｱ伯(~866年)
865年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ｶﾞｽﾞﾌﾘｰﾄﾞ｣(~878年死去)
865年2月26日-09:00|日本|  ||貞観7年1月27日|<任命>鎮守府将軍｢文室甘楽麻呂｣(~不詳)
865年5月29日-08:00|中国|  ||唐･咸通6年5月|高駢が雲南蛮とﾖｳ州で戦い､これを破った
865年7月10日-09:00|日本|  ||貞観7年6月14日|京畿内七道の諸人が御霊会と称し､走馬騎射するなどの行いを
  禁じる
865年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ･Athelwulfes sunu｣(~08710401死去)
865年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||秋<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王･ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ｣兼ｹﾝﾄ王｢ｴｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ3世｣/約30歳
866年-08:00|中国|  |||<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国可汗｢Boko Tekin｣(~871年)
866年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Sena2世｣Sena1世の甥/Kassapaの息子(~901年)
866年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<再任>ﾄﾛｱ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣(~8710610死去)
866年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Ranulph1世｣
866年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世｣兼ｽﾎﾟﾚｰﾄ候(~871年廃位)
866年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Hugh of the Breton March｣
866年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Ranulph2世｣Ranulph1世の息子(~8900805死去)､｢Robert1世｣(~9230615
  死去)
866年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ王(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)｢ﾙｲ2世｣西ﾌﾗﾝｸ王(~877年)
866年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ2世ｲﾙ･ｳﾞｪｽｺﾌｫ｣
866年1月21日-08:00|中国|  ||唐･咸通7年|高昌ｳｲｸﾞﾙ王国が誕生し､高昌からﾁﾍﾞｯﾄ勢力を駆逐
866年1月25日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第13代ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀｯｽﾞ｣(~08690713従兄弟に譲位そのあと
  5日間拷問され死亡)
866年2月19日-09:00|日本|  ||貞観8年2月|<死去>文徳天皇更衣紀静子(父:紀名虎､惟喬親王･伊勢斎王恬子内親
  王ら生母､通称:三条町)
866年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾘｳﾄﾞﾙﾌ｣
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866年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾌﾞﾙﾝ｣(~08800202死去)
866年4月19日-08:00|中国|  ||唐･咸通7年閏3月|吐蕃がﾋﾝ州･寧州を寇した
866年4月28日-09:00|日本|京都府京都市|貞観8年閏3月10日|応天門の変で､応天門･棲鳳楼･翔鸞楼焼亡
866年5月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王･ﾚｵﾝ国王｢ｵﾙﾄﾞｰﾆｮ1世｣
866年5月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王･ﾚｵﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ3世大王｣(~9101220死去､王国は3人の息子の
  間で分割され､ｶﾞﾙｼｱ1世はﾚｵﾝを ､ｵﾙﾄﾞｰﾆｮ2世 はｶﾞﾘｼｱを､ﾌﾙｴｰﾗ2世はｱｽﾄｩﾘｱｽをそれぞれ相続)
866年7月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ伯･ｵｰﾀﾝ伯･ﾅﾝﾄ伯･ｵｾｰﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ豪胆公｣45歳
866年7月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｳｰﾄﾞ｣兼西ﾌﾗﾝｸ国王､ﾈｳｽﾄﾘｱ辺境伯､ﾊﾟﾘ伯/ﾛﾍﾞｰﾙ豪胆公とｱﾃﾞﾗｲｰ
  ﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾄｩｰﾙの息子(~8980101死去/46歳)
866年7月19日-09:00|日本|  ||貞観8年6月4日|僧侶による飲酒･贈物を禁じる
866年7月31日-09:00|日本|  ||貞観8年6月16日|<死去>高子内親王(生年生年未詳/皇族､賀茂斎院)
866年8月14日-09:00|日本|  ||貞観8年7月|尾張･美濃の両国郡司が広野河口開削をめぐって乱闘
866年10月1日-09:00|日本|  ||貞観8年8月19日|<就任>摂政｢藤原良房｣(~貞観14年9月2日在官のまま薨御)太政
  大臣/人臣摂政の始め
866年10月17日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第12代ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀｲｰﾝ｣ｻｰﾏｯﾗ―の獄に投じられﾑｩﾀｯｽﾞに
  そそのかされた侍従に獄中で殺害された
866年11月3日-09:00|日本|  ||貞観8年9月22日|応天門放火の罪により,伴善男･紀夏井らを配流(応天門の変)
866年11月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王6年10月|允興がその弟の叔興･季興とともに反逆を謀った/事
  前に発覚して允興らは岱山郡に逃走したが捕縛されて斬刑
866年11月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞｰﾝ人がﾖｰｸを占領.ﾉｰｻﾝﾌﾞﾘｱを統治(~883年)
866年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Alle｣反乱側(~08670321死去)
866年12月18日-09:00|日本|愛媛県|貞観8年11月8日|<発足>宇和郡北部が分立し喜多郡成立
867年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Qarin1世｣
867年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻｯﾌｧｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾔｱｸｰﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ﾗｲｽ･ｱﾙ=ｻｯﾌｧｰﾙ｣建国(~08790605死去)
867年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Rustam1世｣(~896年死去)
867年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第76代ｱﾐｰﾙ:ﾑｻﾞﾋﾑ･ｲﾋﾞﾝ･ｶｶﾝ(~868)
867年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾗｺﾞﾝ伯｢ｱｽﾅｰﾙ･ｶﾞﾘﾝﾄﾞ2世｣ｶﾞﾘﾝﾄﾞ･ｱｽﾅｰﾙ1世の息子(~893年)
867年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｰｼﾞｰ島､ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島､ｵﾙﾀﾞﾆｰ島はｺﾀﾝﾀﾝ半島(ﾌﾗﾝｽ国内)とともにﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公
  国の一部(~933年)
867年2月25日-09:00|日本|  ||貞観9年1月17日|<死去>桓武天皇皇子仲野親王(76)
867年3月3日-09:00|日本|  ||貞観9年1月23日|彗星､紫微宮に見ゆ｡内階を貫き長さ5尺
867年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Alle2世｣反乱側
867年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ecgberht1世｣反乱側(~872年)
867年6月24日-09:00|日本|  ||貞観9年5月19日|<死去>平高棟(生年804年/賜姓皇族)
867年8月11日-08:00|中国|  ||唐･咸通8年7月8日|懐州の民が乱を起こし､その刺史の劉仁規を追放
867年9月23日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ｱﾓﾘｱ朝)｢ﾐｶｴﾙ3世ﾒｽｨｿｽ(飲んだくれ･酔っ払い･酩酊帝)｣共
  同皇帝ﾊﾞｼﾚｲｵｽ1世によって暗殺される
867年9月23日-02:00|ﾄﾙｺ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾊﾞｼﾚｲｵｽ1世｣ｱﾙﾒﾆｱ系農民の子(~0886082
  9死去)皇帝の叔父で副帝のﾊﾞﾙﾀﾞｽとの衝突を引き起こしたため計略をめぐらして暗殺､その後､共同皇帝の地
  位を与えられるが皇帝と衝突し､皇帝を暗殺して単独皇帝となった
867年11月-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Muhammad ibn Abdallah ibn Tahir｣
867年11月-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Ubaydallah ibn Abdallah｣(~869年)
867年11月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第105代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ1世｣
867年12月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第106代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ2世｣(~08721214死去)
868年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第77代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑｻﾞﾋﾑ･ｲﾋﾞﾝ･ｶｶﾝ(~同年死去)→第78代
  ｱﾐｰﾙ:ｱｼﾞｭｱｰ･ｱﾙﾂﾙｷ(~同年解任)
868年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾙﾙ伯｢Boso1世｣(~879年)
868年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾀﾝ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ子牛伯｣ｼﾙﾃﾞﾌﾞﾗﾝ3世の子(~872年)
868年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾏﾙﾀ|  |||ﾁｭﾆｼﾞｱのｱｸﾞﾗﾌﾞ朝軍がﾏﾙﾀ島を占領
868年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞｰﾝ人がｲｰｽﾄ･ｱﾝｸﾞﾘｱ(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ東部)を占領
868年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ｳﾞｨﾏﾗ･ﾍﾟﾚｽ｣(~873年死去)
868年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<設置>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ郡,ｶﾞﾘｼｱ･ﾚｵﾝ内
868年1月29日-09:00|日本|  ||貞観10年|惟宗良縄､｢令集解｣(養老令の注釈書)を作る
868年1月29日-08:00|中国|  ||唐･咸通9年|中国で金剛般若経が印刷される(現存する最古の印刷物)
868年1月29日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王8年1月|金鋭･金鉉らが反乱を起こして誅殺
868年2月13日-09:00|日本|  ||貞観10年1月16日|<任命>鎮守府将軍｢御春岑能｣(~不詳)
868年7月23日-08:00|中国|  ||唐･咸通9年7月|武寧軍節度糧料判官のﾎｳ勛が桂州でそむいた
868年7月30日-09:00|日本|  ||貞観10年7月8日|<貞観10年播磨地震>播磨国の国府附近を震央とするﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7
  ｸﾗｽの強い地震/播磨国内諸郡の官舎や定額寺(奈良,平安時代に国の財政的保護を受け国分寺などに次ぐ格の
  あった寺)の堂塔がことごとく崩壊/京都では家屋の被害
868年9月15日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾄｩｰﾙｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾄｩｰﾙｰﾝ｣建国(~08840510死去)
868年10月3日-09:00|日本|  ||貞観10年9月14日|<死去>文徳天皇皇子惟条親王(23/母:更衣紀静子､同母兄:惟喬
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  親王)
868年10月29日-08:00|中国|  ||唐･咸通9年10月10日|ﾎｳ勛が宿州を陥落させた
868年11月5日-08:00|中国|  ||唐･咸通9年10月17日|ﾎｳ勛が徐州を陥落させ､観察使の崔彦曾がここに死んだ
868年11月18日-08:00|中国|  ||唐･咸通9年11月|ﾎｳ勛が濠州を陥落させ､刺史の盧望回がここに死んだ
868年12月18日-08:00|中国|  ||唐･咸通9年12月|ﾎｳ勛がが和･ｼﾞｮの二州を陥落させ､ｼﾞｮ州刺史の高錫望がここ
  に死んだ
868年12月30日-08:00|中国|  ||唐･咸通9年12月13日|戴可師がﾎｳ勛と都梁山で戦い､ここに死んだ
869年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<建国>ﾃﾞﾙﾍﾞﾝﾄ首長国(~1075年)
869年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Sulayman ibn Abdallah｣(~879年死去)
869年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Salomon｣
869年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰｺﾝ伯｢Theodoric of Vergy｣(~883年死去)
869年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ﾊｻｳ･ﾁｬﾝ･ｶｳｨｰﾙ2世｣(~889年)
869年2月5日-09:00|日本|  ||貞観10年閏12月20日|新定内外官交替式を施行
869年2月15日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||南詔･法尭1年|南詔が法尭と改元
869年2月15日-08:00|中国|  ||南詔･世隆王11年;唐･咸通10年|南詔軍が四川各地に侵入
869年5月15日-08:00|中国|  ||唐･咸通10年4月|康承訓がﾎｳ勛と柳子で戦い､これを破った
869年5月27日-09:00|日本|  ||貞観11年4月13日|藤原氏宗ら｢貞観格十二巻｣を撰上
869年6月27日-09:00|日本|  ||貞観11年5月14日|<死去>常康親王(生年生年未詳/皇族)
869年7月5日-09:00|日本/韓国|  ||貞観11年5月22日|新羅海賊､博多津の豊前国貢調船を略奪する(貞観の韓寇)
869年7月9日 11:00|日本|  ||貞観11年5月26日|<貞観三陸地震>夜,三陸沿岸部をﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.3という巨大地震
  が襲った/ある者は､家屋が倒壊して圧死し､ある者は､大地が裂けて生き埋めになった/多賀城の城郭､倉庫､門
  ､櫓､垣や壁などは崩れ落ちたり覆ったりしたが､その数は数え切れないほど/荒れ狂い湧き返る大波は､河を遡
  り膨張して､忽ち城下に達した/原や野や道路は､すべて蒼々とした海に覆われてしまった/溺死する者も1000
  人ほどいた
869年7月13日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<退位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第13代ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀｯｽﾞ｣従兄弟に譲位(~そのあと5日間拷
  問され死亡)
869年7月13日-09:00|日本|  ||貞観11年6月|新羅の海賊が艦二艘に乗り筑前国那珂郡(博多)の荒津に上陸し､豊
  前の貢調船を襲撃し､年貢の絹綿を掠奪し逃げた
869年7月21日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第14代ｶﾘﾌ｢ﾑﾌﾀﾃﾞｨｰ｣(~08700621死去)
869年7月26日-09:00|日本|京都府京都市|貞観11年6月14日|疫病の災厄除去を祈って祇園御霊会(祇園祭りの起
  源)始まる(八坂神社)
869年8月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ﾛﾀｰﾙ2世｣
869年8月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ｼｬﾙﾙ禿頭王｣(~08771006)
869年8月12日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･景文王9年7月|新羅･景文王:王子の金胤らを唐に派遣
869年8月25日-09:00|日本|熊本県|貞観11年7月14日|肥後国大風雨/潮水漲溢､漂没六郡
869年9月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｻﾞﾝｼﾞｭの乱/ｲﾗﾝ出身のｱﾘｰ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞが､ｻﾞﾝｼﾞｭ(黒人奴隷)を煽動してｱｯﾊﾞｰｽ朝
  への反乱を起こす
869年9月10日-08:00|中国|  ||唐･咸通10年8月|彗星が大陵に出た
869年9月23日-09:00|日本|  ||貞観11年8月14日|太政大臣藤原良房ら｢続日本後紀二十巻｣を撰上
869年10月15日-09:00|日本|  ||貞観11年9月7日|<施行>｢貞観格十二巻｣(4月13日,藤原氏宗らが奏進)
869年11月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ殉教王｣ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞに殺される(生年841年)
869年11月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Oswald｣(~875年)
870年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Aditya Chola1世｣(~907年死去)
870年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Solomon｣
870年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｶﾞﾙｼｱ･ｲﾆｹﾞｽ｣
870年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Wilfred1世毛深伯｣ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯(~8970811死去)
870年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾚﾆｴ1世｣(~898年)
870年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Miro1世｣(~896年死去)
870年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>大ﾓﾗｳﾞｨｱ公(ﾓｲﾐｰﾙ朝)ﾓﾗｳﾞｨｱ公｢ｴﾝｹﾞﾙｼｬﾙｸ｣(~871年)
870年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<廃位>大ﾓﾗｳﾞｨｱ公(ﾓｲﾐｰﾙ朝)｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ｣
870年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞは北欧が統治
870年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾃｨｶﾙなど古典期ﾏﾔ文明がこのころ謎の消滅
870年1月9日-09:00|日本|滋賀県|貞観11年12月4日|近江国の勢田橋が焼ける
870年2月3日-08:00|中国|  ||唐･咸通10年12月29日|雲南蛮が嘉州を寇した
870年2月5日-08:00|中国|  ||唐･咸通11年|高昌ｳｲｸﾞﾙ王国が甘粛から粛州へ勢力を拡張
870年2月5日-08:00|中国|  ||南詔･世隆王12年;唐･咸通11年1月|南詔軍が四川の成都を包囲
870年2月5日-08:00|中国|  ||唐･咸通11年1月1日|雲南蛮が黎･雅の二州､および成都を寇した
870年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公(ｾﾙｷﾞｰ朝)｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ3世｣
870年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公(ｾﾙｷﾞｰ朝)｢ｾﾙｷﾞｳｽ2世｣(~877年廃位)
870年3月1日-09:00|日本|  ||貞観12年1月25日|貞観永宝を鋳造
870年3月7日-08:00|中国|  ||唐･咸通11年2月2日|剣南西川節度副使の王建立が雲南蛮と城北で戦い､ここに死
  んだ



0900迄(1424件)

870年3月17日-08:00|中国|  ||唐･咸通11年2月12日|剣南東川節度使の顔慶復が雲南蛮と新都で戦い､これを破
  った
870年5月9日-09:00|日本|  ||貞観12年4月5日|長門国の馬を国外に出す事を禁じる
870年6月21日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第14代ｶﾘﾌ｢ﾑﾌﾀﾃﾞｨｰ｣
870年6月21日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第15代ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀﾐﾄﾞ｣(~08921014ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞで病死)
870年8月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾒﾙｾﾝ条約で中部ﾌﾗﾝｸ王国の旧領の北部は東ﾌﾗﾝｸ王国(国王ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世
  )､西ﾌﾗﾝｸ王国(国王ｼｬﾙﾙ2世)に併合されて､東ﾌﾗﾝｸ王ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世がﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王位を､西ﾌﾗﾝｸ王ｼｬﾙﾙ2世がﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ
  王位を獲得
870年8月29日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||ﾏﾙﾀはｲｽﾗﾑ教ｱﾗﾌﾞの支配下
870年8月31日-08:00|中国|  ||唐･咸通11年8月|魏博軍が乱を起こし､その節度使の何全?を殺し､その将の韓君
  雄が留後を自称
870年12月13日-09:00|日本|  ||貞観12年11月17日|大宰少弐藤原元利万侶､新羅への通牒の罪で逮捕
870年12月27日-09:00|日本|千葉県|貞観12年12月2日|上総国で俘囚叛乱
871年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ｼﾞｮﾝ･ｼｬﾌﾞﾘｱｰﾆ｣(~873年)
871年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｻﾞﾝｼﾞｭの反乱軍がﾊﾞｽﾗを陥れる
871年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ王国ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｽｯﾎﾟ2世｣(~876年)
871年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾓﾗｳﾞｨｱ王(ﾓｲﾐｰﾙ朝)｢ｽｳﾞｧﾄﾌﾟﾙｸ1世｣ﾛｽﾁｽﾗﾌの甥.ﾆﾄﾗ公.ﾛｽﾁｽﾗﾌに対
  して反乱を起こして国権を掌握(~894年3月死去)
871年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世｣兼ｽﾎﾟﾚｰﾄ候
871年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ2世ｲﾙ･ｳﾞｪｽｺﾌｫ｣(~879年死去)
871年1月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊﾞｸﾞｾｯｼﾞ｣
871年1月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊﾙﾌﾀﾞﾝ｣(~877年死去)
871年1月21日-09:00|日本|  ||貞観12年12月27日|弾正台の巡回制度を旧に復す
871年1月25日-08:00|中国|  ||唐･咸通12年|<死去>渤海国王｢安王大虔晃｣
871年1月25日-08:00|中国|  ||唐･咸通12年|<即位>渤海国王｢景王大玄錫｣(~乾寧2年(895年)死去)
871年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ･Athelwulfes sunu｣約34歳
871年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｻｸｿﾝ王｢Alfraed Athelwulfes sunu(ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王)｣(⇒881年ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ王
  ~08991026死去)
871年5月1日-09:00|日本|  ||貞観13年4月8日|出羽国鳥海山噴火
871年6月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄﾛｱ伯･ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣
871年6月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢ｳｰﾄﾞ2世｣(~876年)兼ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯(~886年)
871年9月24日 11:00|日本|京都府京都市|貞観13年閏8月7日|<貞観13年平安京大洪水>平安京には大雨が続き､雷
  を伴った大雨が降り､河川が氾濫して橋を流し庶民の家が数がわからないほど壊れた
871年9月28日 11:00|日本|  ||貞観13年閏8月11日|<貞観13年平安京大洪水>ふたたび河川が氾濫､東の京(朱雀
  大路の東側:左京)で35家138人が､西の京(同西側:右京)では630家3995人が｢遭水損者｣となった/合計665家の4
  133人が被災
871年11月14日 11:00|日本|  ||貞観13年9月28日|<死去>仁明天皇太皇太后藤原順子(63/父:藤原冬嗣､文徳天皇
  生母､通称:五条后)
871年11月23日 11:00|日本|  ||貞観13年10月8日|<死去>桓武天皇皇子賀陽親王(78/母:夫人多治比真宗)
871年12月6日-09:00|日本|  ||貞観13年10月21日|応天門再建
871年12月7日-09:00|日本|  ||貞観13年10月22日|<施行>｢貞観式｣(清和天皇が藤原氏宗に編纂させ､8月25日､奏
  進)
872年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ｳﾞｨｸﾞﾗﾊﾊﾟｰﾗ1世｣(~873年)
872年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾕﾌｨﾘｽ王｢Muhammad bin Yu'fir｣(~892年)
872年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｶｲﾛで最初の病院が建設される
872年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ2世｣ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ1世の息子.ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯⇒<復位>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Oliba2世｣
  (~877年)
872年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Raymond1世｣(~920年死去)
872年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王国国王｢ﾊｰﾗﾙ1世(美髪王)｣(~930年)
872年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞｼﾞｳﾞｫｲ1世｣(~883年)
872年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾙｽﾀﾑ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ｣ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾌﾗﾌの子(~874年)
872年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<復位>ｵｰﾀﾝ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ2世｣(~873年)
872年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Artgal｣
872年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Run｣(~878年死去)
872年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｾｲｻﾙｳｨｸﾞ王｢ｱﾝｶﾞﾗｯﾄﾞ､ﾛﾄﾞﾘ大王｣(~878年)
872年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ricsige｣反乱側(~876年死去)
872年1月14日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||渤海･正永14年12月|渤海使楊成規ら105人が加賀国に到着
872年2月13日-08:00|中国|  ||渤海･寛明1年|渤海の大玄錫が寛明(-893年)と改元
872年2月13日 11:00|日本|京都府京都市|貞観14年1月|京都で咳病(咳逆病)流行､死者多数
872年6月14日 11:00|日本|  ||貞観14年5月5日|<死去>人康親王(生年831年/皇族)
872年6月23日 16:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝで地震(M6.8)死者2万人
872年10月7日-09:00|日本|  ||貞観14年9月2日|<死去>太政大臣藤原良房(69)
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872年12月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第106代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ2世｣
872年12月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第107代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ8世｣(~08821216死去)
873年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾅｰｶﾞ･ﾄｩﾘﾔ｣(~904年)
873年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ﾅｰﾗｰﾔﾅﾊﾟｰﾗ｣(~927年)
873年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｻｯﾌｧｰﾙ朝ﾔｰｸｰﾌﾞがﾀｰﾋﾙ朝を滅ぼす
873年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾀﾝ伯｢ｴｼｬｰﾙ｣ｼﾙﾃﾞﾌﾞﾗﾝ3世の子(~876年死去)
873年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｱｺｲ｣(~885年)
873年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｼｰﾌﾚｽﾞ｣(~891年)
873年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ｳﾞｨﾏﾗ･ﾍﾟﾚｽ｣
873年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾙｼﾃﾞｨｵ･ｳﾞｨﾏﾗﾈｽ｣(~922年死去)
873年1月1日-09:00|日本|  ||貞観14年11月29日|<就任>摂政｢藤原基経｣
873年1月15日-09:00|日本|  ||貞観14年12月13日|十陵四墓に藤原良房の愛宕墓を加え､十陵五墓とする
873年2月1日-08:00|中国|  ||唐･咸通14年1月|沙陀が代北を寇した
873年2月24日-09:00|日本|  ||貞観15年1月23日|騎馬での山崎橋の往来を禁止
873年5月20日-09:00|日本|  ||貞観15年4月20日|多数の皇子や皇女に源姓を与える
873年5月30日-09:00|日本|  ||貞観15年5月1日|<死去>仁明天皇皇子人康親王(54/母:女御藤原沢子､光孝天皇同
  母弟)
873年7月28日-09:00|日本|  ||貞観15年7月1日|日蝕あり､光無し
873年8月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ｼｬｸﾙﾌ｣
873年8月15日-08:00|中国|  ||唐･咸通14年7月19日|<死去>唐第20代皇帝｢懿宗李ｻｲ｣咸寧殿で崩じた(41)
873年8月16日-08:00|中国|  ||唐･咸通14年7月20日|<即位>唐第21代皇帝｢僖宗李ｹﾝ｣(~文徳元年3月6日888年4月
  20日)死去)
873年11月2日-09:00|日本|  ||貞観15年10月9日|左右坊城使を復す
873年11月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ｣
873年11月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Diego Rodriguez Porcelos｣(~885年死去)
873年11月26日-09:00|日本|  ||貞観15年11月3日|太政官庁完成
874年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃﾞｭﾗﾌｨﾄﾞ王朝国王｢Dulaf ibn Abd al-Aziz｣(~879年)
874年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ辺境伯｢ｳﾝﾛｯｸ(3世)｣
874年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｻﾛﾓﾝ(ｻﾗｳｰﾝ)｣義理の息子であるｳﾞｧﾝﾇ伯 ﾊﾟｽｸｳﾞｪﾃﾝ並びにｴﾘｽﾎﾟｴの義
  理の息子であるｸﾞﾙｳﾞｧﾝﾄの一派によって暗殺された
874年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ辺境伯｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ1世｣(~890年)
874年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ﾗﾄﾞﾙﾌ2世｣(~880年死去)
874年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(南ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ)｢ﾊﾟｽｸｲﾀﾝ(ﾊﾟｽｸｳﾞｪﾃﾝ)｣ｳﾞｧﾝﾇ伯(~876年死去)
874年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(北ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ)｢ｸﾞﾙｳﾞｧﾝﾄ｣(~876年死去)
874年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾙｽﾀﾑ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾙ=ﾔｸｻﾞｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾌﾗﾌの子(~894年)
874年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾚﾝﾇ伯｢Gurwant｣兼ﾚﾝﾇ公
874年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ﾔﾌﾔｰ･ｲﾌﾞﾝ･ﾔﾌﾔｰ(ﾔﾌﾔｰ2世)｣
874年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Ffernfael ap Meurig｣(~880年)
874年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾁｪｵﾙｳﾙﾌ2世｣(~881年死去)
874年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ｱﾘｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｳﾏﾙ(ｱﾘｰ2世)｣(~883年死去)
874年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞがｱｲｽﾗﾝﾄﾞへ多量移住を開始
874年1月4日-08:00|中国|  ||唐･咸通14年12月12日|雲南蛮が黎州を寇した
874年3月25日 11:00|日本|  ||貞観16年3月4日|開聞岳噴火,山頂火口に溶岩ﾄﾞｰﾑを形成/降灰で作物が枯れ川は
  濁り､病死者多数
874年5月8日-09:00|日本|京都府京都市|貞観16年4月19日|淳和院で火災
874年6月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･景文王14年5月|近宗が反乱を起こして宮中まで至り王は近衛兵を派
  遣して撃破
874年8月3日-09:00|日本|  ||貞観16年6月18日|理源大師聖宝,笠取山に准胝･如意輪観音を安置し醍醐寺創建(
  京都府京都市)<真言宗醍醐派大本山>
874年10月8日-09:00|日本|京都府|貞観16年8月24日|<貞観16年京都暴風雨､大洪水>暴風雨によって鴨川､高瀬川
  ､桂川などが決壊し､京都の中心街から淀川中流の與度(淀)の渡し､山崎あたりまで大洪水になった/大風雨に
  よって､木は折られ､家屋は倒壊した/宮中の紫宸殿の前にある桜から東宮の紅梅､侍従局の大梨など名のある
  樹木はすべて吹き倒された/内裏､大内裏内外の官舎､人民の住居で倒潰を免れたものはほとんどない/京都の
  街を襲った7､8尺の深さの大洪水の水流の勢いは非常に激しく､直ちに街中を襲い､大小の橋梁で完全なものは
  ない/東西に流れる河川からあふれた水は､はてしなく広く広がり､人々や牛馬の溺れて死亡したものは､その
  数を数えられないほどだ/與度(淀)の渡し口の周辺30余軒､山埼(山崎)橋の南にある40余軒などが流され､住民
  が家屋の中に居るままただよい流されたのが非常に多い/流れていく家屋が橋の柱にぶつかると家は壊れ､人
  は沈んだ
874年12月17日-08:00|中国|  ||唐･乾符1年11月5日|唐･僖宗が乾符(-879年11月)と改元
875年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻｰﾏｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾅｽﾙ1世｣建国(~892.8死去)
875年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ2世｣(~9021023死去)
875年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｵｰｸﾆｰ諸島とｼｪﾄﾗﾝﾄﾞ諸島はﾉﾙｳｪｰの下(~14720220)
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875年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelraed2世｣(~878年)
875年1月11日-08:00|中国|  ||唐･乾符1年12月|党項･回鶻が天徳軍を寇した/雲南蛮が黎･雅の二州を寇し､河西
  ･河東･山南東道･東川の兵が雲南を討伐
875年3月9日-09:00|日本|京都府京都市|貞観17年1月28日|冷然院火災/五十四宇を焼失した他､図籍文書が灰燼
  に帰す
875年5月9日-09:00|日本|  ||貞観17年4月|<撰進>｢左右検非違使式｣(検非違使の規定)
875年6月5日-09:00|日本|  ||貞観17年4月28日|卯刻､白彗東北に現る｡赤色をし芒角をなす
875年6月5日-08:00|中国|  ||唐･乾符2年4月28日|浙西突陣の将の王郢がそむいた
875年6月8日-09:00|日本|  ||貞観17年5月2日|彗星､長さ丈余
875年6月16日-09:00|日本|  ||貞観17年5月10日|下総国で俘囚が叛乱/常陸･上総･武蔵･下野諸国に命じ､鎮圧さ
  せる
875年7月7日-08:00|中国|  ||唐･乾符2年6月|幽州の将の李茂勲がその節度使の張公素を追放し､留後を自称
875年7月7日-08:00|中国|  ||唐･乾符2年6月|濮州の賊の王仙芝･尚君長が曹･濮の二州を陥落させ､河南諸鎮の
  兵がこれを討った/私塩商人の黄巣が王仙芝の反乱に呼応(黄巣の乱)
875年7月25日-09:00|日本|  ||貞観17年6月19日|下野国が下総国に出兵し､反乱した俘囚89人を殺害または捕獲
875年8月9日-09:00|日本|  ||貞観17年7月05日|下野国が下総国に出兵し､賊徒27人を討殺し4人が投降
875年8月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ2世｣72歳(誕生804
  年)東ﾌﾗﾝｸはﾄﾞｲﾂ人王ﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ2世の3人の子によって分割相続
875年8月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ王国は西ﾌﾗﾝｸ王ｼｬﾙﾙ2世によって併合(~08771001)
875年8月12日-09:00|韓国|  ||新羅･景文王15年7月8日|<死去>新羅王｢景文王｣
875年8月12日-09:00|韓国|  ||新羅･景文王15年7月8日|<即位>新羅王｢憲康王｣(~08860808死去)
875年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｶｰﾙ2世禿頭王｣西ﾌﾗﾝｸ王(~0877100
  6死去)
875年12月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢禿頭王ｶﾙﾛ2世｣西ﾌﾗﾝｸ王ｼｬﾙﾙ2世(ｶｰﾙ2世).ﾛﾀｰﾘｵ1
  世の弟(~8771006死去)
876年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ1世｣
876年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ﾀﾞｳﾞｨｯﾄﾞ1世｣(~881年死去)
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｰﾀﾝ伯｢ｴｼｬｰﾙ｣
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ伯｢Conrad2世｣
876年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾄﾞﾏｺﾞｼﾞ｣
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(南ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ)｢ﾊﾟｽｸｲﾀﾝ(ﾊﾟｽｸｳﾞｪﾃﾝ)｣
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(北ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ)｢ｸﾞﾙｳﾞｧﾝﾄ｣
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢Gurwant｣
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾀﾝ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾄﾞ･ｺﾞﾃｨ｣ｺﾞﾃｨｱ辺境伯(~878年)
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Hugh the Abbot｣(~8860512死去)
876年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ｲﾘｺ｣ﾄﾞﾏｺﾞｼﾞの息子(~878年)
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢Robert1世｣(~886年)
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾝﾇ伯｢Judicael｣(~888年死去)
876年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世｣(~880年死去)
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(南ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ)｢ｱﾗﾝ1世大ｱﾗﾝ｣(~888年全ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ王-907年死去)
876年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(北ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ)｢ﾕﾃﾞｨｶｴﾙ｣(~888年死去)
876年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌｨｳﾒは名目上､東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部
876年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ricsige｣反乱側
876年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ecgberht｣反乱側(~878年死去)
876年1月30日-09:00|日本|  ||貞観18年|<任命>鎮守府将軍｢安倍比高｣(~元慶2(878)年6月9日)
876年3月24日-09:00|日本|  ||貞観18年2月25日|<創建>大覚寺[真言宗大覚寺派大本山]淳和天皇太皇太后正子
  内親王の請により嵯峨院を
876年5月7日-09:00|日本|京都府京都市|貞観18年4月10日|大極殿･小安殿･延休殿などが炎上
876年7月12日-09:00|日本|  ||貞観18年6月18日|<死去>仁明天皇皇女久子内親王(母:高宗女王､第29代伊勢斎王
  )
876年7月25日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･憲康王2年7月|新羅･憲康王:唐に対して使者を送って貢納
876年7月30日-08:00|中国|  ||新羅･憲康王2年7月6日|鎮海軍節度使の裴ｷｮが王郢と戦い､これを破った
876年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣
876年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>東ﾌﾗﾝｸ王･ﾊﾞｲｴﾙﾝ王｢ｶﾙﾛﾏﾝ｣(⇒08771006､ｲﾀﾘｱ王を兼任~08800322);ｼｭｳﾞｧ
  ｰﾍﾞﾝ,ｱﾚﾏﾆｱ及びﾗﾃﾆｱの王｢ｶｰﾙ3世肥満王｣(08800322､ｲﾀﾘｱ王を兼任⇒8810212西ﾛｰﾏ皇帝⇒8820120､東部王国全
  体を統治~08871111廃位);ｻﾞｸｾﾝ･ﾌﾗﾝｹﾝ及びﾃｭｰﾘｹﾞﾝ王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世若年王｣(08800322ﾊﾞｲｴﾙﾝも統治~8820120死
  去)
876年9月22日-08:00|中国|  ||唐･乾符3年9月1日|朔､日食があった
876年9月23日-08:00|中国|  ||唐･乾符3年9月2日|王仙芝が汝州を陥落させ､刺史の王鐐を捕らえた
876年11月20日-08:00|中国|  ||唐･乾符3年11月|王仙芝が郢･復の二州を陥落させた
876年12月18日-09:00|日本|  ||貞観18年11月29日|<受禅>貞明親王(皇太子)貞観19年1月3日(08770120)57代陽
  成天皇として即位
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876年12月18日-09:00|日本|  ||貞観18年11月29日|<就任>摂政｢藤原基経｣(~元慶8年2月4日)太政大臣
876年12月18日-09:00|日本|  ||貞観18年11月29日|<譲位>第56代清和天皇
876年12月20日-09:00|日本|  ||渤海･寛明5年12月|渤海使楊中遠ら105人が出雲国にに到着/違期を理由に入京
  を拒否され翌年6月帰国
876年12月20日-08:00|中国|  ||唐･乾符3年12月|王仙芝が申･光･廬･寿･通･舒の六州を陥落させた
877年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ3世(ﾁｪｲｳﾞｧﾙﾏﾝ3世)｣
877年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~889年)ﾊﾘﾊﾗﾔを王都とする
877年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾎｱﾝｳﾞｫﾝ王国はﾁｬﾝﾊﾟﾀﾝになる
877年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾈﾊﾟｰﾗｰ王国ﾘｯﾁｬｳﾞｨ王朝｢ﾏｰﾅ･ﾃﾞｰｳﾞｧ3世｣
877年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Manadeva4世｣
877年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾄｩｰﾙｰﾝ朝のｱﾌﾏﾄﾞがｼﾘｱを平定
877年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊﾙﾌﾀﾞﾝ｣
877年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ2世｣
877年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢Ecchard of Macon｣
877年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Acfred1世｣Oliba1世の息子(~906年死去)
877年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ3世｣ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾄﾞ･ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｰの子(~886年)
877年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯(ｼﾞｪﾗｰﾙ家)ｱﾀﾞﾗｰﾙ[西ﾌﾗﾝｸ王ﾙｲ2世の舅](877年)
877年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰｺﾝ伯｢Boso of Provence｣(~8870111死去)
877年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ﾅﾎﾟﾘ公(ｾﾙｷﾞｰ朝)｢ｾﾙｷﾞｳｽ2世｣
877年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Causantin mac Cinaedh(ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ1世ﾜｲﾝ豊穣王)｣反乱側
877年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Aedh mac Cinaedh｣(~878年死去)
877年1月18日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年|<死去>大礼皇帝｢世隆｣
877年1月18日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年|<即位>大封民皇帝｢隆舜｣(~897年)
877年2月17日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年2月|王仙芝が鄂州を陥落させた
877年3月19日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年閏2月|昭義軍が乱を起こし､その節度使の高湜を追放
877年4月17日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年3月|宛句の賊の黄巣がｳﾝ･沂の二州を陥落させ､天平軍節度使の薛崇
  がここに死んだ
877年5月17日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年4月|この月､陝州軍が乱を起こし､その観察使の崔碣を追放/江西の賊
  の柳彦璋が江州を陥落させ､その刺史の陶祥を捕らえた
877年5月17日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年4月|高安制置使の鍾伝が撫州を陥落させた
877年5月17日-08:00|中国/日本|  ||貞観19年;唐･乾符4年4月1日|朔､日食があった
877年6月1日-09:00|日本|  ||元慶1年4月16日|貞観から元慶に改元
877年6月9日-09:00|日本|  ||元慶1年4月24日|<死去>文徳天皇皇女珍子内親王(母:紀静子)
877年9月11日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年8月|黄巣が隋州を陥落させ､刺史の崔休徴を捕らえた
877年10月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｸ王･ｲﾀﾘｱ王･ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ｼｬﾙﾙ2
  世禿頭王｣54歳(誕生08230613)
877年10月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰ伯｢Theodebert｣(~888年死去)
877年10月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>西ﾌﾗﾝｸ王･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王･ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ﾙｲ2世
  吃音王｣ｼｬﾙﾙ2世の子(~08790410死去)
877年10月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ国王｢ｶﾙﾛﾏﾝ｣東ﾌﾗﾝｸ王(~879年11月)
877年10月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退任>ﾓｰ伯｢Louis｣
877年10月11日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年9月|塩州の軍が乱を起こし､その刺史の王承顔を追放
877年10月11日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年9月|沙陀が雲･朔二州を寇した
877年11月9日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年10月|河中軍が乱を起こし､その節度使の劉侔を追放
877年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ国王｢ﾌﾘｳﾘ辺境伯ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰ｣(1回目~879年11月)
877年12月9日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年11月|尚君長が降り､宋威がこれを殺した
878年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｸﾘｼｭﾅ2世｣(~914年)
878年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<再任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ｽﾞﾃﾞｽﾗﾌ｣(2度目~879年5月､死去)
878年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ｶﾞｽﾞﾌﾘｰﾄﾞ｣
878年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾀﾝ伯｢ﾃｨｴﾘｰ4世｣ｴｼｬｰﾙの弟(~879年)
878年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯(ﾊﾞﾙｾﾛﾅ家)｢ｷﾞﾌﾚｰ1世多毛伯｣ｷﾞﾌﾚｰ･ﾀﾞﾘｱｰ伯の子(~897年)自身の子孫
  による世襲制を確立
878年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢Radulf｣(~912年)
878年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾚｼﾞﾅﾙﾄﾞ｣(~8850725死去)
878年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｼｮﾝ伯｢Miro the Elder｣(~896年)
878年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｱﾀﾅｼｳｽ｣(~898年死去)
878年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲｽﾗﾑ軍がｼｼﾘｰ島のｼﾗｸｻを占領
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ﾛﾄﾞﾘ･ﾏｳｱ･ｱﾌﾟ･ﾏｰﾌｨﾝ｣
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Aedh mac Cinaedh｣
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Run｣
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ecgberht｣反乱側
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｰｲｽ王｢ﾛﾄﾞﾘ･ﾏｳｱ｣
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878年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｺｲﾝﾌﾞﾗ伯｢Hermenegildo Gutierrez｣(~920年)
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelstan2世｣(~890年死去)
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｱﾅﾛｳﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ﾛﾄﾞﾘ｣(~916年死去)
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞﾘｯｸ･ﾏｯｸ･ﾀﾞﾝｹﾞｲﾙ(ｷﾞﾘｸ1世幸運の息子)｣(~889年死去)､｢ｴｵｶｲﾄﾞ･ﾏ
  ｯｸ･ﾙｰﾝ｣兼ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王(~889年死去)
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｾｲｻﾙｳｨｸﾞ王｢ｶﾃﾞﾙ･ｱﾌﾟ･ﾛﾄﾞﾘ｣(~909年死去)
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢ﾏｰﾌｨﾝ･ｱﾌﾟ･ﾛﾄﾞﾘ｣(~900年死去)
878年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王国ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ東部のﾃﾞｰﾝ人から攻撃を受けていたがｴﾃﾞｨﾝﾄﾝ付近でこ
  れを破った
878年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｺｲﾝﾌﾞﾗが奪還される(987年､ｲｽﾗﾑ教徒によって再占領~10640709)
878年1月7日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年12月|安南の戍兵が乱を起こし､桂管観察使の李ｻﾝを追放
878年1月7日-08:00|中国|  ||唐･乾符4年12月|江州刺史の劉秉仁が柳彦璋と戦い､これを破った
878年2月6日-08:00|中国|  ||南詔･貞明1年|南詔の隆舜が貞明と改元(-897)
878年2月6日-08:00|中国|  ||南詔･隆舜王1年;唐･乾符5年|南詔軍が四川の成都を包囲
878年2月6日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年1月1日|王仙芝が江陵外郛を陥落させた
878年2月11日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年1月6日|曾元裕が王仙芝と申州で戦い､これを破った
878年3月8日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年2月|王仙芝が湖北の黄梅で敗死/黄巣の乱の指導者
878年3月8日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年2月|王仙芝の将の王重隠が饒州を陥落させ､刺史の顔標がここに死ん
  だ
878年3月8日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年2月|江西の賊の徐唐ｷｮが洪州を陥落させた
878年3月20日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年2月13日|李克用が遮虜軍を寇した
878年4月7日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年3月|黄巣が濮州を陥落させ､河南を寇した
878年4月7日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年3月|湖南軍が乱を起こし､その観察使の崔瑾を追放
878年4月21日-09:00|日本|  ||元慶2年3月15日|<元慶の乱>出羽で夷俘が反乱を起こして､秋田城が急襲される
878年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｱﾃﾞﾙﾁｽ｣暗殺される
878年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾜｲﾌｧｰ｣(~881年死去)
878年5月6日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年4月|徐唐ｷｮが処刑された
878年5月6日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年4月|饒州の将の彭令璋が饒州で勝利し､刺史を自称
878年5月13日-09:00|日本|  ||元慶2年4月8日|興福寺の堂宇･僧房焼失
878年7月4日-09:00|日本|  ||元慶2年6月|夷俘の軍勢が大挙して再度秋田城を襲い､官軍は大敗を喫して､藤原
  梶長も陸奥国へ逃げ帰り､城中の甲冑300領､米700石､衾(寝具)100条､馬1500匹が夷俘の有に帰した/反乱は拡
  大して秋田城下の12村(上津野､火内､榲淵､野代､河北､腋本､方口､大河､堤､姉刀､方上､焼岡)が夷俘の支配に落
  ちた
878年7月11日-09:00|日本|  ||元慶2年6月8日|<任命>鎮守府将軍｢小野春風｣(~不詳)
878年9月1日-09:00|日本|  ||元慶2年8月|夷俘の集団が次々と秋田城下に来て降伏
878年9月1日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年8月|黄巣が杭州を陥落させた
878年9月1日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年8月|大同軍節度使の李国昌がｶ嵐軍を陥落させた
878年9月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｷﾞﾌﾚｰ1世｣(~8970811死去 自身の子孫による世襲制を確立
878年9月30日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年9月|黄巣が越州を陥落させ､観察使の崔琢を捕らえた
878年9月30日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年9月|鎮海軍の将の張ﾘﾝが越州で勝利
878年10月28日-09:00|日本|  ||元慶2年9月29日|<元慶2年相模､武蔵地震｢元慶地震｣>関東諸国､特に相模国､武
  蔵国の被害が特に甚だしい/余震が5､6日続き､官庁の建物も個人の家もすべて損壊し､地面は陥没して道路は
  不通となり､死亡者は数え切れず
879年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ﾈﾊﾟｰﾗｰ王国ﾃﾞｰｳﾞｧ王朝のﾗｰｶﾞｳﾞｧ･ﾃﾞｰｳﾞｧ即位
879年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾘｭｰﾘｸ｣
879年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｵﾚｸﾞ｣(⇒882年ｷｴﾌ大公~912年死去)
879年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃﾞｭﾗﾌｨﾄﾞ王朝国王｢Ahmad ibn Abd al-Aziz｣(~893年)
879年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Sulayman ibn Abdallah｣
879年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<復位>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Ubaydallah ibn Abdallah｣(~885年)
879年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ2世ｲﾙ･ｳﾞｪｽｺﾌｫ｣
879年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世鉄腕伯｣
879年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾙﾙ伯｢Theobald｣(~895年死去)
879年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾀﾝ伯｢ﾎﾞｿ｣ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王(~880年)
879年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ2世禿頭伯｣ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世とJudithの息子(~9
  180910死去)
879年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>東ﾌﾗﾝｸ王国(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)国王ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世若年王[ｻﾞｸｾﾝ･ﾌﾗﾝｹﾝ及びﾃｭｰﾘｹﾞﾝ王](~882
  年)
879年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾃﾞﾅﾙﾌ｣(~882年)
879年-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾅｺはﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭの一部(ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ)(~933年)
879年1月9日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年12月13日|黄巣が福州を陥落させた
879年1月15日-08:00|中国|  ||唐･乾符5年12月19日|崔季康･李鈞が李克用と洪谷で戦い､敗れた
879年2月25日-08:00|中国|  ||唐･乾符6年2月|河東軍で乱が起こり､その節度使の崔季康を殺した
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879年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｸ王･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王･ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ﾙｲ2世
  吃音王｣(33歳)
879年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>西ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｲ3世｣ﾙｲ2世の子(~08820805死去)､｢ｶﾙﾛﾏﾝ2世｣ﾙｲ2世の子(~088
  41212死去)
879年4月18日-09:00|日本|  ||元慶3年3月23日|<死去>淳和天皇太皇太后正子内親王(71/父:嵯峨天皇､母:皇后
  橘嘉智子､仁明天皇同母妹)
879年4月25日-08:00|中国|  ||唐･乾符6年4月1日|朔､日食があった
879年5月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ公｢ｽﾞﾃﾞｽﾗﾌ｣殺害される
879年5月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾌﾞﾗﾆﾐｰﾙ｣(~892年)統一を進め､ﾛｰﾏ教皇から独立国家として認めら
  れた
879年5月25日-08:00|中国|  ||唐･乾符6年5月|黄巣が広州を陥落させ､嶺南東道節度使の李迢を捕らえ､安南を
  陥落させた
879年6月5日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻｯﾌｧｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾔｱｸｰﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ﾗｲｽ･ｱﾙ=ｻｯﾌｧｰﾙ｣
879年6月5日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻｯﾌｧｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾑﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ﾗｲｽ｣(~901年ｻｰﾏｰﾝ朝の戦闘が行われ
  ､ｻｯﾌｧｰﾙ軍は敗北を喫し捕虜となった)
879年6月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲康王5年6月|信弘が反乱を起こして誅殺された
879年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｷｽﾕﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王(ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王)｢ﾎﾞｿ｣反乱を起こして､ｷｽﾕﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王国成立(~88
  2.9,ｷｽﾕﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王国が一旦滅亡､王位は西ﾌﾗﾝｸ王に戻る)
879年7月17日-09:00|日本|  ||元慶3年6月24日|<死去>輔世王(生年生年未詳/皇族)
879年10月14日-09:00|日本|京都府京都市|元慶3年9月25日|鴨川唐橋焼失
879年10月26日-09:00|日本|  ||元慶3年10月8日|大極殿復興
879年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ国王｢ｶﾙﾛ2世｣(⇒08810212､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ｶﾙﾛ3世肥満帝｣(~08880113没)
  ､｢ﾌﾘｳﾘ辺境伯ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰ1世｣(2回目､08880113まで代行~924年4月)
879年11月18日-08:00|中国|  ||唐･乾符6年閏10月|黄巣が潭･ﾚｲの二州を陥落させ､ﾚｲ州刺史の李絢がここに死
  んだ
879年11月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｴﾄﾞ･ﾌｨﾝﾘｱｽ･ﾏｯｸ･ﾆｰﾙ｣
879年11月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾌﾗﾝ･ｼﾝﾅ･ﾏｯｸ･ﾏｲﾙ･ｾｸﾗﾝ｣(~09160525死去)
879年11月22日-09:00|日本|  ||元慶3年閏10月5日|<死去>前賀茂斎王儀子内親王(父:文徳天皇｡母:皇后藤原明
  子)
879年12月22日-08:00|中国|  ||唐･乾符6年11月6日|黄巣が江陵を陥落させ､李迢を殺した
879年12月29日-09:00|日本|  ||元慶3年11月13日|摂政藤原基経ら｢日本文徳天皇実録｣を撰上
880年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾖｰﾃｨﾔｰ王国第9代国王｢ﾁｬﾝﾀﾁｮｰﾄ王｣
880年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾖｰﾃｨﾔｰ王国第10代国王｢ﾅｰﾗｰｲ王｣(~949年)
880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Aparajitavarman｣(~897年退位)
880年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Parantaka Viranarayana｣(~900年)
880年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｲｸﾘﾃｨﾔ(ｸﾚﾀ島)首長｢ｳﾏﾙ2世ﾌﾞﾝ･ｼｭｱｲﾌﾞ｣(~895年)
880年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻﾚﾙﾉ公｢ｶﾞｲﾌｧｰ｣
880年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世｣
880年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ﾗﾄﾞﾙﾌ2世｣
880年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾀﾝ伯｢ﾘｼｬｰﾙ｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公､ﾎﾞｿの弟(~921年死去､ｵｰﾀﾝ伯領はﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公領に併合
  された)
880年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻﾚﾙﾉ公｢ｶﾞｲﾏｰﾙ1世｣(~901年死去)
880年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢Gerolf｣(~896年死去)
880年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｶﾞｲ2世｣(~883年死去)
880年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ﾎﾟｯﾎﾟ2世｣(~892年退位)
880年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ若年王｣(~08820120死去)
880年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Brochfael ap Meurig｣(~920年)
880年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王｢ﾔﾌﾔｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ｶｰｽｨﾑ(ﾔﾌﾔｰ3世)｣(~904年死去)
880年1月7日-08:00|中国|  ||唐･乾符6年11月22日|山南東道節度使の劉巨容が黄巣と荊門で戦い､これを破った
880年1月19日-09:00|日本|  ||元慶3年12月4日|畿内五ヶ国に官田四千町を設ける(元慶官田)
880年1月22日-08:00|中国|  ||唐･乾符6年12月7日|山南東道節度使の劉巨容が黄巣に江陵で勝利した
880年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾌﾞﾙﾝ｣
880年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ｵｯﾄｰ1世｣(~09121130死去)
880年2月14日-09:00|日本|  ||元慶4年1月|出羽の夷俘の反乱が収る(元慶の乱の終結)
880年2月14日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年1月1日|唐･僖宗が広明(-881年7月)と改元
880年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾘﾌﾞﾓﾝ条約を締結し､東西のﾌﾗﾝｸ王国の境界を確定,東ﾌﾗﾝｸ王ｶｰﾙ3世肥満王がﾛﾀ
  ﾘﾝｷﾞｱ北東部を領有
880年3月8日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年1月24日|淮南の将の張ﾘﾝが黄巣と大雲倉で戦い､これを破った
880年3月16日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年2月2日|李国昌が忻･代二州を寇した
880年3月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王｢ｶﾙﾛﾏﾝ｣兼東ﾌﾗﾝｸ(ﾊﾞｲｴﾙﾝ)王｢ｶｰﾙﾏﾝ｣
880年3月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<領土併合>東ﾌﾗﾝｸ(東ﾌﾗﾝｸとｻﾞｸｾﾝ)王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世若王｣ﾊﾞｲｴﾙﾝも統治(~8820120
  死去)
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880年3月28日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年2月14日|河東軍が乱を起こし､その節度使の康伝圭を殺した
880年5月31日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年4月19日|張ﾘﾝが饒州で勝利
880年6月12日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年5月|泰寧軍の将の劉漢宏がそむいた
880年6月12日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年5月|張ﾘﾝが黄巣と信州で戦い､ここに死んだ
880年7月9日-09:00|日本|  ||元慶4年5月28日|<死去>在原業平(56､貴族･歌人/父:平城天皇皇子阿保親王､母:桓
  武天皇皇女伊都内親王)
880年7月11日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年6月|黄巣が睦･ﾌﾞ･宣の三州を陥落させた/江華の賊の蔡結が道州を陥
  落させた/宿州の賊の魯景仁が連州を陥落させた
880年8月10日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年7月|黄巣がｼﾞｮ･和の二州を陥落させた
880年8月28日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年7月19日|李可挙が李国昌と薬兒嶺で戦い､これを破った
880年8月28日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年7月19日|劉漢宏が降った
880年9月17日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年8月10日|昭義軍で乱があり､その節度使の李鈞を殺した
880年11月6日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年10月|黄巣が申州を陥落させた
880年11月19日-09:00|日本|  ||元慶4年10月14日|出雲で大地震｡神社､仏寺､官舎､百姓居濾の多くが倒壊｡負傷
  者多数
880年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ国王｢ｶｰﾙﾏﾝ(前ｲﾀﾘｱ王ｶﾙﾛﾏﾝﾉ)｣東ﾌﾗﾝｸ王が領土収容
880年12月6日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年11月|黄巣が汝州を陥落させた
880年12月13日-09:00|日本|  ||元慶4年11月8日|<任命>関白｢藤原基経｣
880年12月22日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年11月17日|東都留守の劉允章が叛いて黄巣についた
880年12月27日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年11月22日|黄巣がｶｸ州を陥落させた
881年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ﾀﾞｳﾞｨｯﾄﾞ1世｣
881年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｸﾞﾙｹﾞﾝ1世｣(~891年死去)
881年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾜｲﾌｧｰ｣
881年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第15代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ2世｣(~887年)
881年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾃﾞﾙﾁｽ2世｣(~884年廃位)
881年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ人がｵｽﾄﾏﾙｸへ侵入
881年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ﾁｪｵﾙｳﾙﾌ2世｣
881年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｰｼｱをｲｷﾞﾘｽが統治
881年1月4日-08:00|中国|  ||唐･広明1年;斉･王霞3年12月|黄巣が長安を占領し､ついで帝位に就いて国号を大
  斉と
881年1月6日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年12月3日|黄巣が潼関を陥落させた
881年1月7日-09:00|日本|  ||元慶4年12月4日|<死去>第56代天皇･清和上皇/31歳(誕生:嘉祥3(850)0325)
881年1月9日-09:00|日本|京都府|元慶4年12月6日|夜､山城､京などで大地震｡翌昼までに16回発生｡大極殿の西北
  隅が崩壊｡建造物の破損多し
881年1月10日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年12月7日|黄巣が京師を陥落させた
881年1月10日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年12月7日|左金吾衛大将軍の張直方が武官を率いて叛いて黄巣につい
  た
881年1月20日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年12月17日|河陽節度使の諸葛爽が叛いて黄巣についた
881年1月24日-08:00|中国|  ||唐･廣明1年12月21日|広徳公主･豆盧ﾃﾝ･崔沆･尚書左僕射の劉ｷﾞｮｳ･右僕射の于琮
  ･太子少師の裴ｼﾝ･御史中丞の趙濛･刑部侍郎の李溥･京兆尹の李湯が黄巣のために死んだ
881年2月3日-09:00|日本|  ||元慶5年|この年､在原行平が大学別曹奨学院を創始
881年2月8日-09:00|日本|  ||元慶5年1月6日|<死去>文徳天皇皇女慧子内親王(母:藤原列子.第4代賀茂斎王)
881年2月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｶﾙﾛ3世肥満帝｣ｲﾀﾘｱ国王･東ﾌﾗﾝｸ王
  ｶﾙﾛ2世(8820120まで西ﾌﾗﾝｸ王~08880113没)
881年3月4日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年2月1日|鳳翔節度使の鄭畋が黄巣と龍尾坡で戦い､これを破った
881年3月4日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年2月1日|ﾋﾝ寧の将の王ﾊﾞｲがﾋﾝ州を陥落させた
881年4月3日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年3月|この月､諸葛爽が河陽をもって降った
881年4月5日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年3月3日|黄巣が鄧州を陥落させ､刺史の趙戎を捕らえた
881年5月2日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年4月1日|程宗楚および朔方軍節度使の唐弘夫が黄巣と咸陽で戦い､これ
  を破った
881年6月1日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年5月|この月､楊復光が鄧州を落とした
881年6月9日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年5月9日|李克用が太原を寇し､振武軍節度使の契ﾋﾂ璋がこれを破った
881年6月30日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年6月|ﾎﾞｳの賊の鍾季文が明州を陥落させた
881年7月14日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年6月15日|ﾋﾝ寧節度副使の朱ｺｳが黄巣と興平で戦い､敗れた
881年7月29日-08:00|中国|  ||唐･廣明2年6月30日|李克用が忻･代の二州を陥落させた
881年8月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  ||7月5日|西ﾌﾗﾝｸのﾙｲ3世が､ｿﾝﾑ川流域のｳﾞｧｲｷﾝｸﾞに大勝
881年8月9日-08:00|中国|  ||唐･中和1年7月11日|唐･僖宗が中和(-885年3月)と改元
881年8月18日-08:00|中国|  ||唐･中和1年7月20日|神策軍の将の郭琪がそむき､処刑された
881年8月29日-08:00|中国|  ||唐･中和1年8月|昭義軍節度使の高潯が黄巣と石橋で戦い､敗れ､十将の成麟が高
  潯を殺し､ﾛ州に入った
881年9月10日-08:00|中国|  ||唐･中和1年8月13日|多くの星が成都に落ちた
881年9月27日-08:00|中国|  ||唐･中和1年9月1日|臨海の賊の杜雄が台州を陥落させた
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881年9月27日-08:00|中国|  ||唐･中和1年9月1日|ﾌ延節度使の李孝章･夏綏銀節度使の拓抜思恭が黄巣と東渭橋
  で戦い､敗れた
881年10月20日-08:00|中国|  ||唐･中和1年9月24日|永嘉の賊の朱褒が温州を陥落させた
881年11月25日-08:00|中国|  ||唐･中和1年11月|遂昌の賊の盧約が処州を陥落させた
882年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ1世｣(~894年)
882年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ｱｽｺﾙﾄﾞ･ｼﾞｰﾙ｣殺害される
882年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｵﾚｸﾞ｣ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ公(~912年秋死去)
882年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ｱﾀﾞﾗｰﾙ｣西ﾌﾗﾝｸ王ﾙｲ2世の舅(~8901010死去)
882年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ｳｰﾄﾞ｣西ﾌﾗﾝｸ王(~888年)
882年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾄﾞ3世｣前王のいとこ(~885年死去)
882年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ｴｷﾞﾉ｣ﾎﾟｯﾎﾟ2世の弟(~886年)
882年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ﾌｫﾙﾄｩﾝ･ｶﾞﾙｾｽ｣ｶﾞﾙｼｱ･ｲﾈｹﾞｽの男子(~905年廃位)
882年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>東ﾌﾗﾝｸ(東ﾌﾗﾝｸとｻﾞｸｾﾝ･ﾊﾞｲｴﾙﾝ)王･ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋ3世若
  年王｣
882年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<領土併合>西ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ｶﾙﾛ3世肥満帝｣兼東ﾌﾗﾝｸ(ｱﾚﾏﾆｱとﾗｴﾃｨｱ)王｢
  ｶｰﾙ3世肥満帝｣東部王国全体を統治(~8871111廃位)
882年1月23日-08:00|中国|  ||南詔･承智1年|南詔が承智と改元
882年2月16日-09:00|日本|  ||元慶6年1月25日|<死去>嵯峨天皇皇女源全姫(71/母:女嬬当麻治田麻呂女､同母姉
  :源潔姫)
882年3月23日-08:00|中国|  ||唐･中和2年3月|李克用が蔚州を陥落させた
882年3月23日-08:00|中国|  ||唐･中和2年3月|ｷｮｳ州蛮の阡能が叛き､西川の部将の楊行遷がこれを討った
882年6月20日-08:00|中国|  ||唐･中和2年6月|楊行遷が阡能と乾溪で戦い､敗れた
882年7月19日-08:00|中国|  ||唐･中和2年7月|撫州刺史の鍾伝が洪州を陥落させ､江西観察使の高茂卿が江州に
  逃れた
882年8月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｲ3世｣→ｶﾙﾛﾏﾝ2世が単独王になる(~08841212死去)
882年8月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||西ﾌﾗﾝｸ王(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)ﾙｲ3世遺領ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王を相続
  しｶｰﾙ3世肥満王(~887年)が東ﾌﾗﾝｸ王国全土を領有(~8871111死去)
882年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ｷｽﾕﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王(ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王)｢ﾎﾞｿ｣ｷｽﾕﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王国が一旦滅亡､王位は西ﾌﾗﾝｸ
  王に戻る
882年9月20日-09:00|日本|  ||元慶6年8月5日|<死去>平城天皇皇子巨勢親王(母:伊勢継子.同母兄:高丘親王)
882年10月3日-08:00|中国|  ||唐･中和2年8月18日|魏博節度使の韓簡が孟州を陥落させた
882年10月16日-08:00|中国|  ||唐･中和2年9月|この月､嶺南西道軍が乱を起こし､その節度使の張従訓を追放
882年11月1日-08:00|中国|  ||唐･中和2年9月17日|黄巣軍の朱全忠が唐に降伏し､唐側の将軍として黄巣軍を討
  伐開始
882年11月15日-08:00|中国|  ||唐･中和2年10月|諸葛爽が孟州を陥落させた
882年11月15日-08:00|中国|  ||唐･中和2年10月|嵐州刺史の湯群が沙陀をつれてそむいた/韓簡がｳﾝ州を寇し､
  天平軍節度使の曹全ﾃｲがここで死に､部将の崔用が留後を自称
882年12月14日-08:00|中国|  ||唐･中和2年11月|荊南軍が乱を起こし､衙将の陳儒が留後を自称
882年12月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第107代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ8世｣側近により暗殺
882年12月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第108代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾘﾇｽ1世｣(~08840515死去)
882年12月21日-08:00|中国|  ||唐･中和2年11月8日|湯群が処刑された
882年12月27日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||渤海･寛明11年11月14日|渤海使裴ﾃｲら105人が加賀国に漂着
883年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｶﾞｲ2世｣
883年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢Theodoric of Vergy｣
883年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｶﾞｲ3世｣(~8941212死去)
883年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｽﾄﾛｲﾐﾙ｣(~885年)
883年-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｺｿﾎﾞ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱ､ｺｿﾎﾞはﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの一部(~1018年)
883年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ｱﾘｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｳﾏﾙ(ｱﾘｰ2世)｣
883年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Godhefridhr Hardheknutsson｣(~08950824死去)
883年2月2日-09:00|日本|  ||元慶6年12月21日|葛野郡嵯峨野での狩猟禁止
883年3月13日-08:00|中国|  ||唐･中和3年2月|魏博軍が乱を起こし､その節度使の韓簡を殺し､その将の楽彦禎
  が留後を自称
883年3月21日-09:00|日本|  ||元慶7年2月9日|上総国市原郡で俘囚叛乱
883年4月16日-08:00|中国|  ||唐･中和3年3月6日|李克用が黄巣と零口で戦い､これを破った
883年5月18日-08:00|中国|  ||唐･中和3年4月8日|李克用がまた黄巣を渭南で破った
883年5月20日-08:00|中国|  ||唐･中和3年4月10日|李克用が京師を奪回
883年6月9日-08:00|中国|  ||唐･中和3年5月|奉国軍節度使の秦宗権がそむいて黄巣についた
883年6月9日-08:00|中国|  ||唐･中和3年5月|淮南の将の張?が復州を陥落させた
883年8月11日-03:30|ｲﾗﾝ|  ||7月5日|ﾑﾊﾝﾏﾄﾞが逃亡し自殺/ｻﾝｼﾞｭの乱が鎮圧される
883年9月5日-08:00|中国|  ||唐･中和3年8月|黄巣･秦宗権が陳州を寇した
883年9月5日-08:00|中国|  ||唐･中和3年8月|淮南の将の韓師徳が岳州を陥落させた
883年11月4日-08:00|中国|  ||唐･中和3年10月|全椒の賊の許勍がｼﾞｮ州を陥落させた/李克用がﾛ州を陥落させ､
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  刺史の李殷鋭がここに死んだ
883年12月12日-08:00|中国|  ||唐･中和3年11月9日|剣南西川行軍司馬の高仁厚が阡能とｷｮｳ州で戦い､これを破
  った
884年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰｺﾝ伯｢Bernard Plantevelue｣(~886年死去)
884年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｱｲｳﾙﾌ2世｣(~891年)
884年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾃﾞﾙﾁｽ2世｣
884年1月6日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｱﾗｳﾞｨｰ朝ｴﾐｰﾙ｢ﾊｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾞｲﾄﾞ｣
884年1月6日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾗｳﾞｨｰ朝ｴﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾞｲﾄﾞ｣(~9001003死去)
884年2月1日-08:00|中国|  ||唐･中和4年|拓跋思恭がﾀﾝｸﾞｰﾄの覇権を確立し､ｵﾙﾄﾞｽの節度使を拝命
884年2月1日-08:00|中国|  ||唐･中和4年1月|ﾌﾞ州の将の王鎮がその刺史の黄碣を捕らえ､叛いて董昌についた
884年3月1日-08:00|中国|  ||唐･中和4年2月|浦陽の将の蒋?がﾌﾞ州を陥落させた
884年3月1日-08:00|中国|  ||唐･中和4年2月|王鎮が処刑された
884年3月4日-09:00|日本|  ||元慶8年2月4日|<退位>｢第57代陽成天皇｣
884年3月5日-09:00|日本|  ||元慶8年2月5日|<践祚>｢58代光孝天皇｣2月23日即位
884年4月2日-08:00|中国|  ||唐･中和4年3月3日|剣南東川節度副大使の楊師立がそむき､西川節度使の陳敬ｾﾝが
  西川･東川･山南西道都指揮招討使となった
884年4月2日-08:00|中国|  ||唐･中和4年3月3日|前杭州刺史の路審中が鄂州を陥落させた
884年4月8日-09:00|日本|  ||元慶8年3月9日|<任命>鎮守府将軍｢安倍三寅｣(~不詳)
884年5月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾄｩｰﾙｰﾝ｣
884年5月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾄｩｰﾙｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾌﾏｰﾗﾜｲﾌ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾄｩｰﾙｰﾝ｣(~08960118殺害される
  )
884年5月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第108代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾘﾇｽ1世｣
884年5月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第109代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ3世｣(~08850705死去)
884年5月29日-08:00|中国|  ||唐･中和4年5月1日|朱全忠が黄巣と戦い､これを破った
884年6月8日-08:00|中国|  ||唐･中和4年5月11日|河東節度使の李克用が黄巣と宛句で戦い､これを破った
884年7月1日-09:00|日本|  ||元慶8年6月5日|<新設>関白(光孝天皇から藤原基経に対して国政委任の詔が出さ
  れたのが始まり)
884年7月19日-09:00|日本|  ||元慶8年6月23日|郡司百姓が石見守を襲撃し印･駅鈴等を奪う
884年7月28日-08:00|中国|  ||唐･中和4年7月3日|楊師立が処刑された
884年8月18日-08:00|中国|  ||唐･中和4年7月24日|黄巣が処刑された
884年8月28日-09:00|日本|  ||元慶8年8月4日|戌より子に至り､小星四方に流散し､雨の如く墜ちる
884年9月23日-08:00|中国|  ||唐･中和4年9月|山南西道節度使の鹿晏弘がそむいた
884年10月12日-09:00|日本|  ||元慶8年9月20日|<死去>淳和天皇皇子恒貞親王(60/母:嵯峨天皇皇女正子内親王
  ､仁明廃太子)
884年11月22日-08:00|中国|  ||唐･中和4年11月|鹿晏弘が許州を陥落させ､節度使の周岌を殺して､留後を自称
884年12月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｸ王｢ｶﾙﾛﾏﾝ2世｣
884年12月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>西ﾌﾗﾝｸ王｢ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝･東ﾌﾗﾝｸ王ｶｰﾙ3世肥満王｣領土併合しﾌﾗﾝｸ王国統
  一(~08871111死去)
885年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾎﾞｰｼﾞｬ1世｣
885年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Rahila｣(~905年)
885年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾏﾍｰﾝﾄﾞﾗﾊﾟｰﾗ1世｣(~910年)
885年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾟｯﾗｳﾞｧ朝がｼｭﾘｰﾌﾞﾗﾝﾋﾞｬﾑでﾊﾟｰﾝﾃﾞｨｱ朝を破る
885年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｱｼｮｯﾄ1世｣建国(~890年､死去)
885年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Muhammad ibn Tahir2世｣(~889年)
885年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Diego Rodriguez Porcelos｣
885年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾄﾞ3世｣
885年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ1世｣前王の兄弟(~887年)
885年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｸ｣(~897年)
885年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<復位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞｼﾞｳﾞｫｲ1世｣(~889年死去)
885年1月20日-08:00|中国|  ||唐･中和5年1月|この月､王緒が汀･ｼｮｳの二州を陥落させた/南康の賊の盧光稠が
  虔州を陥落させた
885年2月5日-09:00|日本|  ||元慶9年1月17日|参議以下の貂裘着用を禁止
885年2月12日-08:00|中国|  ||唐･中和5年1月24日|荊南軍の将の成ｾﾞｲが帰州を陥落させた
885年3月8日-09:00|日本|京都府京都市|元慶9年2月18日|左京で火災.三百余を焼失
885年3月11日-09:00|日本|  ||仁和1年2月21日|元慶から仁和に改元
885年4月2日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年3月14日|唐･僖宗が光啓(-888年1月)と改元
885年5月18日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年4月|呉迥が処刑された
885年5月18日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年4月|秦宗権が襄州を陥落させ､山南東道節度使の劉巨容が成都に逃れ
  た/武当の賊の馮行襲が均州を陥落させ､その刺史の呂燁を追放
885年5月19日-09:00|日本|  ||仁和1年4月2日|<死去>淳和天皇皇女氏子内親王(母:桓武天皇皇女高志内親王､第
  27代伊勢斎王)
885年5月29日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･憲康王11年4月12日|肥後国天草に新羅使徐善行らが来着/これを放逐
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885年7月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第109代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ3世｣
885年7月16日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年6月|幽州盧龍軍が乱を起こし､その節度使の李可挙を殺し､その将の
  李全忠が留後を自称
885年7月24日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年6月9日|秦宗権が東都を陥落させた
885年7月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾚｼﾞﾅﾙﾄﾞ｣
885年7月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞの首長のﾛﾛが､ﾙｰｱﾝを占拠
885年8月14日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年7月|義昌軍が乱を起こし､その節度使の楊全ｺｳを追放し､衙将の盧彦
  威が留後を自称
885年9月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第110代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ6世｣(~08910914死去)
885年10月12日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年9月|河中節度使の王重栄がそむき､ﾋﾝ寧節度使の朱ｺｳがこれを討っ
  た
885年11月12日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年10月2日|朱全忠が秦宗権と双丘で戦い､敗れた
885年11月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾉﾙﾏﾝ(ﾃﾞｰﾝ人)の船団がｾｰﾇ川をさかのぼってﾊﾟﾘに侵攻/ﾊﾟﾘは屈しなかった(ﾊﾟ
  ﾘの戦い)
885年11月30日-09:00|日本|  ||仁和1年10月20日|大宰府に来着した唐商人との私交易を禁じる
885年12月10日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年11月|河東節度使の李克用が叛いて王重栄につき､王重栄と李克用が
  同州を寇して､刺史の郭璋がここに死んだ
886年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ﾗｼｯﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾅﾀﾞｰ
886年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第5代ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ伯｢Hugh the Abbot｣
886年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世｣
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢Bernard Plantevelue｣
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯･ﾒｰｺﾝ伯｢William1世｣ｱｷﾃｰﾇ公(~9180706死去)
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Richard｣Adelaide2世と結婚(~921年死去)
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯｢Robert1世｣(~同年)⇒｢Adalelm｣(~8940408死去)
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｳｰﾄﾞ｣(~918年)
886年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世の子(~9150910死去)
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢Adalelm｣(~8940408死去)
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Berenga2世｣(~896年死去)
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ王国ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Pepin3世｣(~892年);ｳﾞｧﾛｱ伯(~893年死去)
886年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾛｼﾞｬｰ｣(~893年)
886年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第6代ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾝｼﾞﾙ｣(~888年死去)
886年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Owain ap Hywel｣(~930年死去)
886年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾝｸﾞﾛ･ｻｸｿﾝ王｢ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王｣ﾃﾞｰﾝ人からﾛﾝﾄﾞﾝを奪還
886年1月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾃﾞｰﾝ勢が再びﾊﾟﾘに襲いかかる/ﾊﾟﾘは司教ｺﾞｽﾞﾗﾝらの指揮のもと良く戦うが､2
  月6日までの戦闘でやがてﾃﾞｰﾝ人に包囲される
886年1月31日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年12月23日|朱ｺｳが王重栄･李克用と沙苑で戦い､敗れた
886年2月2日-08:00|中国|  ||唐･光啓1年12月25日|李克用が京師を侵した
886年2月4日-09:00|日本|京都府京都市|仁和1年12月27日|右京二条で火災/二百余家を焼く
886年2月8日-08:00|中国|  ||南詔･大同1年|南詔が大同と改元
886年2月8日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年1月1日|鎮海軍の将の張郁が常州を陥落させた
886年2月20日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年1月13日|朱ｺｳが叛き､鳳翔を寇した
886年2月23日-09:00|日本|  ||仁和2年1月16日|<任命>鎮守府将軍｢御春種実｣(~不詳)
886年4月10日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年3月3日|遂州刺史の鄭君雄が漢州を陥落させた
886年4月20日-09:00|日本|京都府京都市|仁和2年3月13日|東寺の新造塔に落雷焼失
886年6月13日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年5月8日|武寧軍の将の丁従実が常州を陥落させ､その刺史の張郁を追
  放
886年6月29日-09:00|日本|  ||仁和2年5月24日|上総､下総､安房で大地震あり｡安房方面に黒雲あり､その中で電
  光ひらめき､地震を起こる｡一晩中続く｡砂石粉土地上に積もる｡草木悉く枯れ､馬牛の粉草を食して死する者は
  なはだ多し
886年7月6日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年6月|衡州刺史の周岳が潭州を陥落させ､節度使を自称
886年8月3日-09:00|日本|  ||仁和2年6月29日|<死去>桓武天皇皇女紀内親王(88/母:藤原河子､同母兄:仲野親王
  )
886年8月4日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年7月|秦宗権が許州を陥落させ､忠武軍節度使の鹿晏弘がここに死んだ
886年8月8日-09:00|韓国|  ||新羅･憲康王12年7月5日|<死去>新羅王｢憲康王｣
886年8月8日-09:00|韓国|  ||新羅･定康王1年7月5日|<即位>新羅王｢定康王｣(~08870728死去)
886年8月29日-02:00|ﾄﾙｺ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾊﾞｼﾚｲｵｽ1世｣
886年8月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)ﾚｵｰﾝ6世ﾌｨﾛｿﾌｫｽ(賢帝)[ﾊﾞｼﾚｲｵｽ1世の子](~0912
  0511死去)
886年9月2日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年8月|王潮が泉州を陥落させ､刺史の廖彦若がここに死んだ
886年9月13日-09:00|日本|京都府京都市|仁和2年8月12日|右京衛士坊舎で火災.民家百余家を焼失
886年10月3日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年9月2日|静難軍の将の王行瑜が興･鳳の二州を陥落させた
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886年10月16日-09:00|日本|  ||仁和2年9月16日|<死去>多自然麿､平安時代の雅楽の大家(生年生年未詳)
886年10月31日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年10月|この月､神策行営先鋒使の満存が興･鳳の二州を落とした/感義
  軍節度使の楊晟が文州を陥落させた/武寧軍の将の張雄が蘇州を陥落させた
886年10月31日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年10月1日|嗣襄王李ｳﾝが自ら立って皇帝となり､皇帝を尊んで太上元
  皇聖帝とした
886年10月31日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年10月1日|朱全忠が滑州を陥落させ､義成軍節度使の安師儒を捕らえ
  た
886年11月10日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年10月11日|杭州刺史の董昌が越州を攻め､浙東観察使の劉漢宏が台州
  に逃れた
886年12月24日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年11月25日|秦宗権が鄭州を陥落させた
886年12月30日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年12月2日|台州刺史の杜雄が劉漢宏を捕らえ､董昌を降した
887年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ｱﾀﾞﾙﾅｰｾﾞ｣(~893年)
887年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Hazar Sandan｣(~899年)
887年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第16代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｶﾝﾃﾞｨｱｰﾉ1世｣(~08870918)
887年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾗﾇﾙﾌ2世｣(~8900805死去)
887年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｷｽﾕﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王(ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ王)｢ﾙｲ3世｣ｷｽﾕﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王国復活(~9280605死去)
887年1月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ｱﾃﾅﾙﾌ1世｣前王の兄弟(~910年死去)
887年1月9日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年12月12日|朱ｺｳが処刑された
887年1月10日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年12月13日|秦宗権が孟州を陥落させ､諸葛仲方がﾍﾞﾝ州に逃れた
887年1月10日-08:00|中国|  ||唐･光啓2年12月13日|李ｳﾝが処刑された
887年1月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢Boso of Provence｣
887年1月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･定康王2年1月|漢州の金蕘が反乱を起こし王は派兵して金蕘を誅殺さ
  せた
887年3月29日-09:00|日本|  ||仁和3年3月|宇多天皇,仁和寺創建<真言宗御室派総本山/京都府>
887年4月27日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年4月1日|六合鎮遏使の徐約が蘇州を陥落させ､その刺史の張雄を追放
887年5月17日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年4月21日|淮南兵馬使の畢師鐸が揚州を陥落させ､その節度使の高駢を
  捕らえた
887年6月5日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年5月10日|秦宗権が鄭州を陥落させた
887年6月9日-09:00|日本|  ||仁和3年5月14日|韓(唐)橋に初めて橋守を2人設置
887年6月25日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年6月|秦宗権が孟州を陥落させ､河陽の将の李罕之が孟州に入り､張全
  義が東都に入った
887年7月1日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年6月7日|鳳翔節度使の李昌符がそむいた
887年7月24日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年7月|李昌符が処刑された
887年7月28日-09:00|韓国|  ||新羅･定康王2年7月5日|<死去>新羅王｢定康王｣死去
887年7月28日-09:00|韓国|  ||新羅･真聖女王1年7月5日|<即位>新羅王｢真聖女王｣(~08970704)
887年7月29日-09:00|日本|京都府京都市|仁和3年7月6日|京都で地震(M6.5)越後西部で津波による溺死者は1000
  人にのぼったとされる
887年8月22日 07:00|日本|  ||仁和3年7月30日|<仁和地震>16時ごろ､大地震/諸官庁の建物や倉庫及び京市中の
  民家は､そこかしこで倒壊し､圧死者は多数/あるいは気を失い急死した人も/22時ごろまた三度揺れた/近畿地
  方だけでなく日本国中同じ日に大地震があり､官庁の建物が多く損壊/津波も押し寄せ､溺死者は数え切れない
  ほど/摂津国がもっとも被害が多かった/信濃国で大きな山(北八ヶ岳と推定)が崩落し､巨河(千曲川と推定)の
  流れが氾濫/国内の城郭も民家も押し流され､牛や馬､人の男も女も死亡して死体の丘を作った
887年8月23日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年8月1日|謝殷が処刑された
887年8月23日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年8月1日|朱全忠が亳州を陥落させた
887年9月2日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年8月11日|朱全忠が曹州を陥落させ､刺史の丘弘礼がここに死んだ
887年9月17日-09:00|日本|  ||仁和3年8月26日|<死去>｢58代天皇光孝天皇｣58歳(誕生:天長7(830)
887年9月17日-09:00|日本|  ||仁和3年8月26日|<践祚>｢定省親王｣(皇太子)11月17日59代宇多天皇として即位
887年10月21日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年10月|この月､秦宗権の将の孫儒が揚州を寇した
887年10月27日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年10月7日|朱全忠が濮州を陥落させた
887年11月3日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年10月14日|杭州刺史の銭鏐が常州を陥落させた
887年11月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>東ﾌﾗﾝｸ王｢ｱﾙﾇﾙﾌ｣ｹﾙﾝﾃﾝ公(~08991208死去)
887年11月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ1世｣ﾛﾀｰﾘｵ1世の外孫(~9240407死去)
887年11月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝･東ﾌﾗﾝｸ王･西ﾌﾗﾝｸ王｢ｶｰﾙ3世肥満王｣(~
  08880113死去)
887年11月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢Arnulf of Carinthia｣(~895年)
887年11月21日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年11月3日|廬州刺史の楊行密が揚州を陥落させ､秦彦･畢師鐸が孫儒の
  もとに逃れた
887年11月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>東ﾌﾗﾝｸ王国｢ｱﾙﾇﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ｹﾙﾝﾃﾝ｣ｶｰﾙﾏﾝの
  息子(⇒8960425西ﾛｰﾏ皇帝~8991208死去)兼ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王(~895年)
887年12月9日-09:00|日本|  ||仁和3年11月21日|<就任>関白:藤原基経(~寛平2年12月14日)太政大臣/人臣関白
  の初め
888年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｱﾀﾞﾙﾅｰｾﾞ4世｣建国(~923年死去)
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888年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国法令集の｢ﾊﾞｼﾘｶ｣が発布
888年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第6代ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾝｼﾞﾙ｣
888年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(北ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ)｢ﾕﾃﾞｨｶｴﾙ｣
888年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚﾝﾇ伯｢Judicael｣
888年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第17代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄﾘﾌﾞｰﾉ｣(~912年)
888年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世｣西ﾌﾗﾝｸ王(~923年)
888年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾝﾇ伯｢Berengar2世｣(~896年死去)
888年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第7代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌ｣(~09121015死去)
888年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｷｽﾕﾗ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾙｲ3世盲目王｣(~9280605死去)
888年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾕｰﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ北部(ﾕｰﾗﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ)の貴族及び聖職者達は聖ﾏﾙﾀﾝ
  のもとに集まり､古ｳﾞｪﾙﾌ家出身のｵｾｰﾙ伯ﾙﾄﾞﾙﾌ1世をﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王に推戴(~9121025死去)
888年1月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>前ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ｶｰﾙ3世肥満王｣(誕生839年)
888年2月10日-08:00|中国|  ||唐･光啓3年12月25日|淮西の将の趙徳ｷﾝが江陵を陥落させ､荊南節度使の張?がこ
  こに死んだ/饒州刺史の陳儒が衢州を陥落させた/上蔡の賊の馮敬章がｷ州を陥落させた
888年2月16日-08:00|中国|  ||唐･光啓4年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅毘訖羅摩｣(~911年)
888年2月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>西ﾌﾗﾝｸ王｢ｳｰﾄﾞ｣ﾛﾍﾞｰﾙ強公の子(~08980103死去)
888年3月14日-08:00|中国|  ||唐･光啓4年1月28日|銭鏐が潤州を陥落させた
888年3月14日-08:00|中国|  ||唐･光啓4年1月28日|薛朗が処刑された
888年3月17日-08:00|中国|  ||唐･文德1年2月|この月､魏博軍で乱があり､その節度使の楽彦禎を殺し､その将の
  羅弘信が権知留後を自称
888年4月7日-08:00|中国|  ||唐･文德1年2月22日|唐･僖宗が文徳(-12月)と改元
888年4月15日-08:00|中国|  ||唐･文德1年3月1日|朔､皆既日食があった
888年4月20日-08:00|中国|  ||唐･文德1年3月6日|<死去>唐第21代皇帝｢僖宗李ｹﾝ｣武徳殿で崩じた(27)
888年4月22日-08:00|中国|  ||唐･文德1年3月8日|<即位>唐第22代皇帝｢昭宗李敏｣(~天祐元年8月11日904年9月2
  2日)死去)
888年5月15日-08:00|中国|  ||唐･文德1年4月1日|孫儒が揚州を陥落させ､淮南節度使を自称し､楊行密が廬州に
  逃れた
888年5月22日-08:00|中国|  ||唐･文德1年4月8日|成ｾﾞｲが江陵を陥落させ､留後を自称
888年5月22日-08:00|中国|  ||唐･文德1年4月8日|張全義が孟州を陥落させ､李罕之が河東に逃れた
888年6月7日-08:00|中国|  ||唐･文德1年4月24日|朱全忠が秦宗権と蔡州で戦い､これを破った
888年6月18日-08:00|中国|  ||唐･文德1年5月6日|趙徳ｷﾝが襄州をもって降った
888年6月20日 07:00|日本|  ||仁和4年5月8日|仁和地震で千曲川に発生した天然ﾀﾞﾑ(せき止め湖)崩壊し大氾濫
  ｢仁和の洪水｣で多数の死者発生
888年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||｢西ﾌﾗﾝｸ国王｣ｳｰﾄﾞ､ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞ(ﾉﾙﾏﾝ人)と戦いこれを破る
888年7月13日-08:00|中国|  ||唐･文德1年6月|ﾛｳ州防禦使の王建が漢州を陥落させ､刺史の張ｷｮｸを捕らえて､成
  都を寇した
888年7月14日-09:00|日本|  ||仁和4年6月2日|<再任>関白｢藤原基経｣(阿衡事件)
888年9月26日-09:00|日本|  ||仁和4年8月17日|<創建>仁和寺[真言宗御室派総本山](京都)宇多天皇
888年11月8日-08:00|中国|  ||唐･文德1年10月|陳敬ｾﾝがそむいた
888年11月24日-09:00|日本|  ||仁和4年10月17日|<死去>源多､平安時代の皇族､公卿(生年831年)
888年12月9日-08:00|中国|  ||唐･文德1年11月3日|秦宗権が許州を陥落させ､忠武軍節度使の王ｳﾝを捕らえた
889年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾔｿﾊﾞﾙﾏﾝ1世｣(~910年)
889年-07:00|ﾗｵｽ/ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｼｪﾝｸｱｰﾝはｸﾒｰﾙ(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)帝国の一部(~1368年)
889年-07:00|ﾗｵｽ/ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾟｰﾝ(ﾗﾝｻﾝ)はｸﾒｰﾙ(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)帝国の一部
889年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<復位>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Ubaydallah ibn Abdallah｣(~891年)
889年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ｣(~893年廃位)
889年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<退位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾎﾞﾘｽ1世(ﾐﾊｲﾙ)｣(~09020502死去)
889年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞｼﾞｳﾞｫｲ1世｣
889年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｽﾋﾟﾁﾌﾆｪﾌ1世｣(~915年死去)
889年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ王ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ1世､ﾊﾟｳﾞｨｰｱの戦いで負ける
889年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王兼ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢ｴｵｶｲﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾙｰﾝ｣
889年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞﾘｯｸ･ﾏｯｸ･ﾀﾞﾝｹﾞｲﾙ(ｷﾞﾘｸ1世幸運の息子)｣
889年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Domhnall mac Causantin(ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ2世"ﾏﾀﾞﾑ"ないし"狂王")｣(~900年
  死去)
889年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Dyfnwal1世｣(~908年死去)
889年1月3日-08:00|中国|  ||唐･文德1年11月28日|奉国軍の将の申叢が秦宗権を捕らえた
889年1月29日-08:00|中国|  ||唐･文德1年12月24日|山南西道節度使の楊守厚がｷ州を陥落させた
889年2月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真聖女王3年|新羅の沙伐州に元宗らの反乱がおこる
889年2月4日-08:00|中国|  ||南詔･嵯耶1年|南詔の隆舜が嵯耶(-897年)と改元
889年2月4日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年1月1日|唐･昭宗が龍紀と改元
889年2月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ対立王｢ｽﾎﾟﾚｰﾄ公ｳﾞｨｰﾄﾞ｣ﾛﾀｰﾘｵ1世の外曾孫.ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ1世の政敵と
  して王位請求(⇒8910221､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝~08941212死去)
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889年2月27日-09:00|日本|  ||仁和5年1月24日|<死去>嵯峨天皇皇女仁子内親王(母:大原浄子.第27代伊勢斎王)
889年3月11日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年2月6日|朱全忠が秦宗権を捕らえて献上
889年4月8日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年3月5日|銭鏐が蘇州を陥落させ､刺史の徐約を追放
889年5月4日-09:00|日本|  ||寛平1年4月|東国の賊首物部氏永が蜂起
889年5月30日-09:00|日本|  ||寛平1年4月27日|仁和から寛平に改元
889年6月14日-09:00|日本|  ||寛平1年5月13日|桓武天皇の曽孫高望王ら5人に平姓を与える(桓武平氏)
889年7月2日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年6月|楊行密が宣州を陥落させ､宣歙観察使の趙鍠がここに死んだ
889年7月2日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年6月|李克用がｹｲ州を寇した
889年7月2日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年6月|廬州刺史の蔡儔が叛いて孫儒についた
889年7月2日 07:00|日本|京都府京都市|寛平1年6月|京都洪水､餓死者多数
889年8月30日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年8月|孟遷が叛いて李克用についた
889年10月28日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年10月|宣歙観察使の楊行密が常州を陥落させ､刺史の杜陵がここに死
  んだ/銭鏐が潤州を陥落させた
889年10月28日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年10月|平盧軍節度使の王敬武が亡くなると､その子の王師範が留後を
  自称し､棣州を陥落させ､刺史の張蟾がここに死んだ
889年12月26日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年12月|孫儒が常･潤の二州を陥落させた
890年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||西北ｲﾝﾄﾞに､ﾋﾝﾄﾞｩｰ･ｼｬｰﾋｰ朝がおこる
890年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｱｼｮｯﾄ1世｣
890年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱｯｻﾞﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾀﾐﾝ
890年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｽﾑﾊﾞﾄ1世｣(~914年､死去)
890年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｲｴﾙﾝ辺境伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾃﾞﾛ｣(~895年ﾊﾞｲｴﾙﾝ辺境伯の称号はﾙｲﾄﾎﾟﾙﾄに取って代わら
  れた)
890年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王とﾃﾞｰﾝ人首長が平和条約を締結
890年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelstan2世｣
890年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Eohric｣(~09021213戦死)
890年1月9日-08:00|中国|  ||唐･龍紀1年12月15日|眉州刺史の山行章が叛いて王建についた
890年1月23日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||渤海･寛明18年12月29日|渤海使､伯耆国に来着
890年1月25日-08:00|中国|  ||唐･大順1年1月1日|唐･昭宗が大順(-891年12月)と改元
890年2月8日-08:00|中国|  ||唐･大順1年1月15日|簡州の将の杜有遷がその刺史の員虔嵩を捕らえ､叛いて王建
  についた
890年2月12日-09:00|日本|  ||寛平2年1月19日|<死去>僧正遍照(75､生年816年､元名:良岑宗貞/歌人･六歌仙･三
  十六歌仙の一人)
890年2月25日-08:00|中国|  ||唐･大順1年2月3日|資州の将の侯元綽がその刺史の楊戡を捕らえ､叛いて王建に
  ついた
890年5月3日-08:00|中国|  ||唐･大順1年4月11日|嘉州刺史の朱実が叛いて王建についた
890年5月13日-08:00|中国|  ||唐･大順1年4月21日|戎州の将の文武堅がその刺史の謝承恩を捕らえて､叛いて王
  建についた
890年5月20日-09:00|日本|  ||寛平2年4月28日|寛平大宝を鋳造
890年6月8日-08:00|中国|  ||唐･大順1年5月17日|昭義軍の将の安居受がその節度使の李克恭を殺して､叛いて
  朱全忠についた
890年6月21日-08:00|中国|  ||唐･大順1年6月|この月､河東の将の安知建がｹｲ･ﾗｸ･磁の三州をもって叛いて朱全
  忠についた
890年6月27日-08:00|中国|  ||唐･大順1年6月7日|雅州の将の謝従本がその刺史の張承簡を殺して､叛いて王建
  についた
890年7月6日 07:00|日本|京都府京都市|寛平2年6月16日|京都地震で珍皇寺焼亡
890年7月21日-08:00|中国|  ||唐･大順1年7月|楊行密が潤州を陥落させた
890年8月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾗﾇﾙﾌ2世｣
890年8月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Ranulph2世｣
890年8月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公･ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｴﾌﾞﾙ･ﾏﾝｾﾞ(庶子公)｣(~892年)
890年8月19日-08:00|中国|  ||唐･大順1年8月|楊行密が蘇州を陥落させた/淮南節度使の孫儒が潤州を陥落させ
  た
890年9月18日-08:00|中国|  ||唐･大順1年9月|李克用がﾛ州を陥落させた/楊行密が潤･常の二州を陥落させた
890年10月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾟﾘ伯｢ｱﾀﾞﾗｰﾙ｣
890年10月18日-08:00|中国|  ||唐･大順1年閏9月|孫儒が常州を陥落させた
890年11月16日-08:00|中国|  ||唐･大順1年10月1日|李克用がｹｲ･ﾗｸ･磁の三州を陥落させた
890年11月16日-08:00|中国|  ||唐･大順1年10月1日|蜀州刺史の李行周が叛いて王建についた
890年12月15日-09:00|日本|  ||寛平2年10月30日|修理左右坊城使を修理式に合併
890年12月16日-08:00|中国|  ||唐･大順1年11月|この月､張濬が李克用と陰地で戦い､敗れた
890年12月16日-08:00|中国|  ||唐･大順1年11月|孫儒が蘇州を陥落させた
890年12月28日-09:00|日本|  ||寛平2年11月13日|修理職を木工寮に合併
890年12月30日-08:00|中国|  ||唐･大順1年11月15日|李匡威が蔚州を陥落させた
891年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Darmaraksa｣(~895年)



0900迄(1424件)

891年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｸﾞﾙｹﾞﾝ1世｣
891年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ辺境伯｢ﾜﾙﾌﾚﾄﾞ｣(~896年死去)
891年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ王｢ﾌﾟﾘﾋﾞｽﾗﾌ｣ﾑﾃｨﾐﾙの長男(~892年)
891年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｵﾙｿ｣(~892年死去)
891年1月14日-08:00|中国|  ||唐･大順1年12月|李克用が晋州を陥落させた
891年2月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真聖女王5年|弓裔の指導で新羅北部の農民が蜂起し､江原道一帯を支
  配下におく
891年2月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｳﾞｨｰﾄﾞ｣ﾛﾀﾘｳｽ1世の曾孫(~0894121
  2死去)
891年2月21日-08:00|中国|  ||唐･大順2年1月9日|甘露鎮使の陳可言が常州を陷した/銭鏐が蘇州を陥落させた
891年2月24日-09:00|日本|  ||寛平3年1月13日|<死去>関白太政大臣藤原基経(56)
891年4月14日-09:00|日本|  ||寛平3年3月2日|長門国に大風雨/官舎などが倒壊
891年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ対立王｢ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣共同統治(⇒08920430､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝~08941212~8981015,
  東ﾌﾗﾝｸ王ｱﾙﾇﾙﾌに敗れて追放され死去)
891年5月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌがｺﾙﾄﾞﾊﾞ南方のﾌﾞﾗｰｲでｳﾏﾙを撃退
891年5月12日-08:00|中国|  ||唐･大順2年4月1日|彗星が太微に入った
891年6月4日-08:00|中国|  ||唐･大順2年4月24日|王建が成都を寇した
891年6月10日-08:00|中国|  ||唐･大順2年5月|孫儒が和･ｼﾞｮの二州を陥落させた
891年7月10日-08:00|中国|  ||唐･大順2年6月|楊行密が和･ｼﾞｮの二州を陥落させた
891年7月26日-09:00|日本|  ||寛平3年6月17日|国司の許可無く諸院･諸宮･諸家使が諸国に入部する事を禁じる
891年8月8日-08:00|中国|  ||唐･大順2年7月|李克用が雲州を陥落させ､防禦使の赫連鐸が退渾に逃れた
891年9月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第110代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ6世｣
891年9月29日-08:00|中国|  ||唐･大順2年8月23日|王建が成都を陥落させ､剣南西川節度使陳敬ｾﾝを捕らえて､
  留後を自称
891年10月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第111代ﾛｰﾏ教皇｢ﾌｫﾙﾓｽｽ｣(~08960404死去)
891年11月10日-08:00|中国|  ||唐･大順2年10月5日|朱全忠が宿州を陥落させた
891年12月17日-08:00|中国|  ||唐･大順2年11月13日|曹州の将の郭銖がその刺史の郭詞を殺し､叛いて朱全忠に
  ついた
891年12月29日-08:00|中国|  ||唐･大順2年11月25日|朱全忠が寿州を陥落させた
892年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Chalukya Bhima1世｣(~921年)
892年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾕﾌｨﾘｽ王｢Abd al-Qahir bin Ahmad bin Yu'fir｣⇒｢Ibrahim bin Muhammad｣(~898
  年)
892年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌ･ﾑｰﾀﾐﾄﾞが都をｻｰﾏｯﾗｰよりﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞに戻す
892年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｵﾙｿ｣
892年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾑﾝﾃｨﾐﾙ｣(~900年)
892年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ王国ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Herbert1世｣(~907年)
892年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Aymar｣Emenonの息子(~902年)
892年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ王｢ﾍﾟﾀﾙ｣ｺﾞｲﾆｸの息子(~917年)
892年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ｺﾝﾗｰﾄ｣ﾗｰﾝｶﾞｳ伯､ﾄﾞｲﾂ王ｺﾝﾗｰﾄ1世の父(~9060227死去)
892年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ﾎﾟｯﾎﾟ2世｣
892年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<退任>ｾﾙﾋﾞｱ王｢ﾌﾟﾘﾋﾞｽﾗﾌ｣いとこのﾍﾟﾀﾙ･ｺﾞｲﾆｺｳﾞｨｯﾁに破れ二人の兄弟(ﾌﾞﾗﾝとｽﾃﾌｧﾝ)
  と息子のｻﾞﾊﾘｼﾞｪとともにｸﾛｱﾁｱに逃れた
892年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽ王国ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞは再度ﾃﾞｰﾝ人が来襲すると4年に渡ってこれと交戦し撃退､ﾃﾞｰﾝﾛｰ
  地方以外の全ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの王となってｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ統一
892年2月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真聖女王6年|甄萱は､農民一揆に乗じて挙兵し､武珍州(全羅南道光州)
  ､更に完山州(全羅北道全州)を占領､後百済を建てる
892年2月15日-08:00|中国|  ||唐･景福1年1月14日|朱全忠が孟州を陥落させ､河陽節度使の趙克裕を追放
892年2月22日-08:00|中国|  ||唐･景福1年1月21日|唐･昭宗が景福(-893年12月)と改元
892年3月3日-08:00|中国|  ||唐･景福1年2月|銭鏐が蘇州を陥落させた
892年3月11日-08:00|中国|  ||唐･景福1年2月9日|朱全忠がｳﾝ州を寇したので､天平軍節度使の朱宣がこれを破
  った
892年4月1日-08:00|中国|  ||唐･景福1年3月1日|楊行密が楚州を陥落させ､刺史の劉ｻﾝを捕らえた/また常州を
  陥落させ､刺史の陳可言がここに死んだ
892年4月12日-08:00|中国|  ||唐･景福1年3月12日|武定軍節度使の楊守忠と龍剣節度使の楊守貞が楊守厚の兵
  と合流して梓州を寇した
892年4月26日-08:00|中国|  ||唐･景福1年3月26日|泉州刺史の王潮が福州を寇した
892年4月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣ｸﾞｲﾄﾞの息子(08941212ま
  で共同統治⇒08960222対立皇帝~08981015,東ﾌﾗﾝｸ王ｱﾙﾇﾙﾌに敗れて追放され死去)
892年6月8日-09:00|日本|  ||寛平4年5月10日|菅原道真らが六国史の記事を事項別に分類した｢類聚国史｣200巻
  を完成
892年7月3日-08:00|中国|  ||唐･景福1年6月6日|楊行密が揚州を陥落させた
892年8月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾏﾝ朝(ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ･ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ｱﾐｰﾙ｢ﾅｽﾙ1世｣
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892年8月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ･ｻｰﾏｰﾆｰ｣(~9071124死去)
892年8月15日-09:00|日本|  ||寛平4年7月19日|造橋所を廃止､穀倉院に合併
892年8月23日-08:00|中国|  ||唐･景福1年7月27日|鳳翔隴右節度使の李茂貞が鳳州を陥落させ､感義軍節度使の
  満存が興元に逃れ､そのまま興･洋の二州を陥落させた
892年8月26日-08:00|中国|  ||唐･景福1年8月1日|李茂貞が興元を寇し､楊守亮･満存がﾛｳ州に逃れた
892年10月14日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第15代ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀﾐﾄﾞ｣ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞで病死
892年10月15日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第16代ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀﾃﾞｨﾄﾞ｣(~09020405ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞで病死)
892年10月25日-08:00|中国|  ||唐･景福1年10月|蔡儔が廬州をもって叛いて朱全忠につき､河東の将の李存孝が
  ｹｲ州をもって叛いて朱全忠についた
892年11月23日-08:00|中国|  ||唐･景福1年11月1日|武寧軍の将の張ｽｲ･張諫が濠･泗の二州をもって叛いて朱全
  忠についた
892年11月27日-08:00|中国|  ||唐･景福1年11月5日|朱友裕が濮州を陥落させ､刺史の邵儒を捕らえた/孫儒の将
  の王壇がﾌﾞ州を陥落させ､刺史の蒋?が越州に逃れた
893年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾃﾞｰｳﾞｪｰﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ4世｣
893年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||南ｲﾝﾄﾞでﾁｮｰﾗ朝がﾊﾟｯﾗｳﾞｧ朝を破る
893年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  ||寛平5年|<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢ﾊﾞｽﾞﾙ･ｱﾙｽﾗﾝ･ﾊﾝ｣(~920年)､｢Oghulcak Khan
  ｣(~940年)
893年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｵﾏｰﾝはｱｯﾊﾞｰｽ朝の一部(~931年)
893年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃﾞｭﾗﾌｨﾄﾞ王朝国王｢Umar ibn Ahmad ibn Abd al-Aziz｣(~896年)
893年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｼﾒｵﾝ1世｣(⇒913年､皇帝~09270527死去.63歳)
893年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<廃位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ｣
893年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｧﾛｱ伯｢Pepin3世｣
893年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾗｺﾞﾝ伯｢ｶﾞﾘﾝﾄﾞ･ｱｽﾅｰﾙ2世｣ｱｽﾅｰﾙ･ｶﾞﾘﾝﾄﾞ2世の息子(~922年)
893年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢Herbert1世｣ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯(~895年)
893年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ｶﾞｽﾞﾘﾝ2世｣(~895年)
893年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｵｰｳﾞｪﾙﾆｭ伯家ｷﾞﾖｰﾑ1世(敬虔公)｣(~9180706死去)
893年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Hyfaidd ap Bledrig｣
893年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Llywarch ap Hyfaidd｣(~904年死去)
893年1月22日-08:00|中国|  ||唐･景福2年|黄河が決壊､河口が北に移動
893年1月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>西ﾌﾗﾝｸ王｢ｼｬﾙﾙ3世単純王｣(08980103まで共同統治~09220630廃位~092910
  07獄死)
893年2月20日-08:00|中国|  ||唐･景福2年2月|楊行密が常州を陥落させた
893年3月-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｻｰﾏｰﾝ朝軍がｼﾙ川を越え､ｶﾙﾙｸ族を攻撃しﾀﾗｽを占領
893年3月23日 12:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝのｱﾙﾀﾞﾋﾞｰﾙで地震､死者15万人
893年5月6日-08:00|中国|  ||唐･景福2年4月17日|彗星が太微に入った
893年5月9日-08:00|中国|  ||唐･景福2年4月20日|朱全忠が徐州を陥落させ､武寧軍節度使の時溥がここに死ん
  だ
893年5月21日-08:00|中国|  ||唐･景福2年5月2日|王潮が福州を陥落させ､范暉がここに死に､王潮が留後を自称
893年5月30日-09:00|日本/韓国|  ||寛平5年5月11日|新羅の賊徒が肥前松浦郡･肥後飽田郡に来襲.対馬守文屋
  善友らが征伐
893年6月7日-09:00|日本|  ||寛平5年5月19日|<死去>藤原高経(貴族･歌人)
893年8月16日-08:00|中国|  ||唐･景福2年7月|楊行密が廬州を陥落させ､蔡儔がここに死んだ
893年9月3日-09:00|日本|  ||寛平5年7月19日|<死去>在原行平(76/公卿･歌人)
893年9月14日-08:00|中国|  ||唐･景福2年8月|この月､楊行密が歙州を陥落させた
893年10月14日-08:00|中国|  ||唐･景福2年9月|この月､昇州刺史の馮弘鐸が叛いて楊行密についた
893年10月30日-08:00|中国|  ||唐･景福2年9月17日|嗣覃王李嗣周が李茂貞と興平で戦い､敗れた
893年11月1日-08:00|中国|  ||唐･景福2年9月19日|李茂貞が京師を侵した
893年11月7日-09:00|日本|  ||寛平5年9月25日|菅原道真が｢新撰万葉集｣を編纂
893年11月12日-08:00|中国|  ||唐･景福2年10月1日|楊行密が舒州を陥落させた
894年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ3世｣(~923年)
894年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾙｽﾀﾑ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊｰﾃｨﾌﾞ･ﾕｰｽﾌ｣ｱﾌﾞｰ･ｱﾙ=ﾔｸｻﾞｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの子(~895年)
894年1月11日-08:00|中国|  ||唐･景福2年12月|邵州刺史の鄧処訥が潭州を陥落させ､欽化軍節度使の周岳がこ
  こに死に､処訥が留後を自称
894年2月10日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年|<死去>渤海国王｢大玄錫｣
894年2月10日-08:00|中国|  ||渤海･慶成1年|<即位>渤海国王｢大ｲｶｲ｣(~天祐4年(907年)死去)
894年2月10日-08:00|中国|  ||渤海･慶成1年|渤海の大ｲｶｲが慶成(-906年)と改元
894年2月10日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年1月1日|唐･昭宗が乾寧(-898年旧8月)と改元
894年3月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾓﾗｳﾞｨｱ王(ﾓｲﾐｰﾙ朝)｢ｽｳﾞｧﾄﾌﾟﾙｸ1世｣
894年3月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾆﾄﾗ公｢ｽｳﾞｧﾄﾌﾟﾙｸ2世｣(~899年2月)
894年3月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾓﾗｳﾞｨｱ王｢ﾓｲﾐｰﾙ2世｣ｽｳﾞｧﾄﾌﾟﾙｸ1世の息子.領地の一部を受け取
  り､兄弟のｽｳﾞｧﾄﾌﾟﾙｸ2世はﾆﾄﾗを､同じく兄弟のﾌﾟﾚﾄﾞｽﾗﾌは現代のﾌﾞﾗﾁｽﾗｳﾞｧの地域を受け取った(~906年死去)
894年3月12日 12:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ｱﾙﾒﾆｱ･ｴﾚﾊﾞﾝで地(M7.6)､死者2万人
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894年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄﾛｱ伯･ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯｢Adalelm｣
894年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢Richard｣(~921年死去)
894年4月30日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年3月21日|李克用がｹｲ州を寇し､李存孝を捕らえてこれを殺した
894年5月22日-09:00|日本/韓国|  ||寛平6年4月14日|新羅の海賊が対馬島に来襲｡大宰府はこれを迎え討つ
894年6月2日-09:00|日本|  ||寛平6年4月25日|大江千里が勅を受け古今和歌百二十首撰修
894年6月7日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年5月|この月､孫儒の将の劉建鋒･馬殷が潭州を陥落させ､武安軍節度使
  の鄧処訥がここに死に､劉建鋒が留後を自称/武岡指揮使の蒋勲が邵州を陥落させた
894年6月18日-09:00|日本|  ||寛平6年5月12日|貴賎を問わず諸人の乗車を禁じる
894年6月21日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年5月15日|王建が彭州を陥落させ､威戎軍節度使の楊晟がここに死んだ
894年7月7日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年6月|大同軍防禦使の赫連鐸が李克用と雲州で戦い､ここに死んだ
894年8月5日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年7月|李茂貞がﾛｳ州を陥落させた
894年10月3日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年9月1日|李克用がﾛ州を陥落させ､昭義軍節度使の康君立がここに死ん
  だ
894年10月7日-09:00|日本|  ||寛平6年9月5日|朝､対馬守文屋善友は郡司士卒を励まして新羅の賊徒45艘を弩を
  かまえた数百の軍勢で迎え撃ち､220人を射殺,計300名を討ち取った
894年10月19日-09:00|日本/韓国|  ||寛平6年9月17日|対馬守文室善友らが新羅の賊を破る
894年10月20日-09:00|日本|  ||寛平6年9月18日|諸国の検非違使の任期を定める
894年11月1日-09:00|日本|  ||寛平6年9月30日|菅原道真の建言により遣唐使を廃止
894年11月2日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年冬|この冬､楊行密が黄州を陥落させ､刺史の呉討を捕らえた
894年11月6日-09:00|日本|  ||寛平6年10月5日|右検非違使庁を設置
894年12月1日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年11月|李克用が武州を陥落させた
894年12月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王(対立王)｢ｸﾞｲｰﾄﾞ｣兼ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｶﾞｲ3世｣
894年12月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｳﾞｨｰﾄﾞ｣
894年12月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ対立王｢ｽﾎﾟﾚｰﾄ公ﾗﾝﾍﾞｰﾙ｣(~08981015)
894年12月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ2世｣(~8981015死去)
894年12月31日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年12月|李克用が新州を陥落させた
895年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Windusakti Prabu Dewageng｣(~913年)
895年-03:00|ｲﾗｸ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾑﾀﾞｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ･ﾌｻｲﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾏﾀﾞｰﾝ｣(~915年)
895年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｲｸﾘﾃｨﾔ(ｸﾚﾀ島)首長｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｼｭｱｲﾌﾞ･ｱﾙ=ｻﾞﾙｸﾝ｣(~910年)
895年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝がｴｼﾞﾌﾟﾄのﾄｩﾙｰﾝ朝を滅ぼす
895年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<再任>ﾒｰﾇ伯｢ﾛｼﾞｬｰ｣(~898年)
895年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾙﾙ伯｢Theobald｣
895年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ大公｢ｱｰﾙﾓｼｭ｣
895年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾙﾙ伯｢Boso｣(~911年)
895年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢Ermenfroi｣(~919年)
895年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｶﾞｲ4世｣(~897年暗殺される)
895年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ大公｢ｱｰﾙﾊﾟｰﾄﾞ｣ｱｰﾙﾓｼｭの息子(~907年死去)
895年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ辺境伯｢ﾙｲﾄﾎﾟﾙﾄ｣(~09070704死去)
895年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾃﾞﾏﾙｹﾝ王｢Ragnvald Haraldsson "Rettilbein"｣
895年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｶﾞｲ｣(~897年暗殺される)
895年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾙｽﾀﾑ朝ｲﾏｰﾑ｢ﾔｰｸｰﾌﾞ｣ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾌﾗﾌの子(~899年)
895年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ｽﾞｳﾞｪﾝｳﾞｫﾙﾄﾞ｣東ﾌﾗﾝｸ王ｱﾙﾇﾙﾌの息子(
  ~900年)
895年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<廃位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ辺境伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾃﾞﾛ｣称号はﾙｲﾄﾎﾟﾙﾄに取って代わられた
895年1月27日-08:00|中国|  ||唐･乾寧1年12月28日|李克用が幽州を陥落させた
895年2月21日-09:00|日本|  ||寛平7年1月23日|<死去>嵯峨天皇皇子秀良親王(79)
895年3月30日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年3月|楊行密が濠州を陥落させ､刺史の張ｽｲを捕らえた
895年4月20日-09:00|日本|  ||寛平7年3月22日|王臣･諸家の私出挙を禁じる
895年4月29日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年4月|泰寧軍節度使の朱瑾が朱全忠と高梧で戦って､敗れ､その将の安
  福慶がここに死んだ
895年4月29日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年4月|楊行密が寿州を陥落させ､刺史の江従勗を捕らえた
895年5月28日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年5月|この月､李克用が絳州を陥落させ､刺史の王瑤がここに死んだ
895年6月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌ･ﾑｰﾀﾃﾞｨﾄﾞが税制改革を行い穀物の収穫期を考慮して夏至に徴税を行う制度を設
  ける
895年6月4日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年5月8日|静難軍節度使の王行瑜･鎮国軍節度使の韓建と李茂貞が京師を
  侵し､太保として致仕した韋昭度と太子少師の李ｹｲを殺した
895年7月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱはﾓﾗｳﾞｨｱの宗主権下(ﾄﾞｲﾂが890年3月2日に承認)
895年7月30日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年7月5日|左右神策軍護軍中尉の駱全ｶﾞﾝと劉景宣と指揮使の王行実お
  よび李継鵬がそむいた
895年8月1日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年7月7日|李克用が同州を陥落させた
895年8月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Godhefridhr Hardheknutsson｣
895年8月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Sightryggr Ivarsson｣(~896年死去)
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895年9月9日-09:00|日本|  ||寛平7年8月17日|六位以下の乗車を禁じる
895年9月9日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年8月17日|李継鵬が処刑された
895年9月17日-09:00|日本|  ||寛平7年8月25日|<死去>源融(生年822年/嵯峨天皇の第12皇子､従一位左大臣)
895年10月24日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年10月3日|李克用が王行瑜と梨園で戦い､これを破った
895年11月24日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年11月5日|李克用が王行瑜と龍泉で戦い､これを破った
895年12月9日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年11月20日|斉州刺史の朱瓊が叛いて朱全忠についた
895年12月14日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年11月25日|王建が利州を陥落させ､刺史の李継ｷﾞｮｳがここに死んだ
895年12月21日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年12月2日|ﾛｳ州防禦使の李継雍･蓬州刺史の費存･渠州刺史の陳ﾊﾝが叛
  いて王建についた
896年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>古ﾏﾀﾗﾑ王国国王｢ﾗｶｲ･ﾜﾄｩﾌﾏﾗﾝ｣(~899年)
896年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Rustam1世｣
896年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃﾞｭﾗﾌｨﾄﾞ王朝国王｢Abu Layla al-Harith｣(~897年)
896年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Sharwin2世｣(~930年死去)
896年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ/ｿﾏﾘｱ|  |||ﾓｶﾞﾃﾞｨｼｭなど､東ｱﾌﾘｶ沿岸に交易拠点があいつぎ出現
896年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｼｮﾜ･ｻﾙﾀﾝ国ｱﾐｰﾙ｢Haboba｣(~928年)
896年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ﾌﾘｳｰﾘ辺境伯｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ1世｣(~9240407死去)
896年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Miro1世｣
896年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾝﾄ伯｢Berenga2世｣
896年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ辺境伯｢ﾜﾙﾌﾚﾄﾞ｣
896年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢Gerolf｣
896年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚﾝﾇ伯｢Berengar2世｣
896年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯･ﾙｼｮﾝ伯｢Sunifred2世｣(~915年死去)
896年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Wilfred1世毛深伯｣(~8970811死去)
896年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ1世｣(~939年)
896年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓｰ伯｢Herbert1世｣(~907年死去)
896年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾗﾄﾙﾄﾞ｣ｱﾙﾉﾙﾌｫの子.父の共同王となる(~同年死去)
896年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Sightryggr Ivarsson｣
896年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Knutr｣(~899.12)
896年1月2日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年12月14日|王建が梓州を寇した
896年1月4日-08:00|中国|  ||唐･乾寧2年12月16日|通州刺史の李彦昭が叛いて王建についた
896年1月10日-09:00|日本|  ||寛平7年12月22日|検非違使の職掌･誣告人半坐の制を制定
896年1月18日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾌﾏｰﾗﾜｲﾌ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾄｩｰﾙｰﾝ｣殺害される
896年1月18日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾄｩﾙｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｼﾞｬｲｼｭ･ﾌﾞﾝ･ﾌﾏｰﾗﾜｲﾌ｣(~同年11月殺される)
896年1月19日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年1月1日|王建が龍州を陥落させ､刺史の田昉がここに死んだ
896年2月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｱﾙﾇﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ｹﾙﾝﾃﾝ｣東ﾌﾗﾝｸ王(~0899
  1208死去)
896年2月22日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年閏1月5日|果州刺史の周雄が叛いて王建についた
896年4月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第111代ﾛｰﾏ教皇｢ﾌｫﾙﾓｽｽ｣
896年4月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第112代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ6世｣(~4.26死去)
896年4月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第112代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ6世｣
896年5月17日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年4月1日|武安軍が乱を起こし､その節度使の劉建鋒を殺し､その将の馬
  殷が留後を自称
896年5月18日-09:00|日本|  ||寛平8年4月2日|五位以上の私営田禁止｡百姓による荒田開墾規制を緩和
896年5月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第113代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ7世｣(~08970814死去)
896年5月29日-09:00|日本|  ||寛平8年4月13日|鴨川堤での耕作を許す
896年6月15日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年5月|この月､ｷ州刺史の馮行章が叛いて楊行密についた
896年6月17日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年5月3日|楊行密が蘇州を陥落させ､刺史の成及を捕らえた/光州を陥落
  させ､刺史の劉存がここに死んだ
896年6月24日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年5月10日|成ｾﾞｲが黔州を陥落させ､武泰軍節度使の王建肇が成都に逃
  れた
896年7月14日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年6月1日|李茂貞が京師を侵し､嗣延王李戒丕がこれをふせいだ
896年7月30日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年6月17日|李茂貞と婁館で戦い､敗れた
896年8月12日-09:00|日本|  ||寛平8年6月30日|<死去>宇多天皇女御藤原胤子(21)
896年8月12日-09:00|日本|  ||寛平8年6月30日|藤原胤子の菩提を弔うために祖父である宮道弥益の居宅を転じ
  て勧修寺とする
896年10月15日-09:00|日本|  ||寛平8年9月5日|阿波国名方郡を名東･名西に分割
896年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｼﾞｬｲｼｭ･ﾌﾞﾝ･ﾌﾏｰﾗﾜｲﾌ｣殺される
896年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾄｩｰﾙｰﾝ朝第4代ｱﾐｰﾙ｢ﾊｰﾙｰﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾌﾏｰﾗﾜｲﾌ｣(~09041230殺害される)
896年11月1日-09:00|日本|  ||寛平8年9月22日|僧･善祐､伊豆配流
896年11月9日-08:00|中国|  ||唐･乾寧3年10月|李克用が羅弘信と白龍潭で戦い､これを破った
897年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Aparajitavarman｣
897年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ﾓﾊﾒｯﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｯｻﾝ
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897年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾊﾃﾞｨ･ｲﾗﾙﾊｯｸ･ﾔｰﾔ｣建国(~9110819死去)
897年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｶﾞｲ4世｣暗殺される
897年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｶﾞｲ｣暗殺される
897年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｱﾘ･ﾌｧｲ｣(~909年)
897年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾃﾞﾙﾁｽ2世｣(~900.1廃位)
897年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｱｰﾙﾊﾞｰﾄﾞ率いるﾏｼﾞｬｰﾙ人がﾊﾝｶﾞﾘｰ平原へ移動
897年2月6日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年|<死去>大封民皇帝｢隆舜｣
897年2月6日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年|<即位>大封民皇帝｢舜化貞｣(~902年)
897年2月14日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年1月9日|韓建が兵をもって行宮を囲み､扈蹕都将の李ｲﾝを殺した
897年2月25日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年1月20日|朱全忠がｳﾝ州を陥落させ､天平軍節度使の朱宣がここに死ん
  だ
897年3月7日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年2月|朱全忠がｴﾝ州を寇し､泰寧軍節度使の朱瑾が淮南に逃れ､その子の
  朱用貞がｴﾝ州をもって叛いて朱全忠についた/朱全忠は沂･海･密の三州を陥落させた
897年3月7日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年2月|保義軍節度使の王ｺｳが河中を寇した
897年3月26日-09:00|日本|  ||寛平9年2月20日|<死去>文徳天皇皇子惟喬親王(54/母:紀静子)
897年4月1日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年2月26日|王建が渝州を陥落させた
897年6月11日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年5月8日|朱全忠が黄州を陥落させ､刺史の矍璋がここに死んだ
897年7月4日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年6月|李嗣周は李茂貞と奉天で戦い､敗れた
897年7月4日-09:00|韓国|  ||新羅･孝恭王1年6月1日|<譲位>新羅王｢真聖女王｣
897年7月4日-09:00|韓国|  ||新羅･孝恭王1年6月1日|<即位>新羅王｢孝恭王｣(~912年死去)
897年7月11日-09:00|日本|  ||寛平9年6月8日|<死去>源能有(生年845年/皇族)
897年8月4日-09:00|日本|  ||寛平9年7月3日|<践祚>｢皇太子敦仁親王｣7月13日60代醍醐天皇として即位
897年8月4日-09:00|日本|  ||寛平9年7月3日|<退位>｢第59代宇多天皇｣
897年8月11日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯･ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Wilfred1世毛深伯｣
897年8月11日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Sunifred2世｣(~948年)
897年8月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Miro2世｣(~927年死去)
897年8月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｷﾞﾌﾚｰ2世ﾎﾞﾚｲ｣ｷﾞﾌﾚｰ多毛伯の子(~911年死去)
897年8月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第113代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ7世｣暴動を起こした民衆に捕らえられ殺害され
  る
897年8月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第114代ﾛｰﾏ教皇｢ﾛﾏﾇｽ｣(~897.11死去)
897年9月30日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年9月|銭鏐が湖州を陥落させ､忠国軍節度使の李継徽が淮南に逃れた
897年11月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第114代ﾛｰﾏ教皇｢ﾛﾏﾇｽ｣
897年11月8日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年10月10日|遂州刺史侯紹が叛いて王建についた
897年11月11日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年10月13日|合州刺史の王仁威が叛いて王建についた
897年11月16日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年10月18日|王建が梓州を陥落させ､剣南東川節度使の顧彦暉がここに
  死んだ
897年11月29日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年11月2日|楊行密が朱全忠と清口で戦い､これを破った
897年12月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第115代ﾛｰﾏ教皇｢ﾃｵﾄﾞﾙｽ2世｣(~08971220死去)
897年12月2日-08:00|中国|  ||唐･乾寧4年11月5日|銭鏐が台州を陥落させた
897年12月18日-09:00|日本|  ||寛平9年11月21日|<死去>文徳天皇皇女述子内親王(母:紀静子､第5代賀茂斎王)
897年12月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第115代ﾛｰﾏ教皇｢ﾃｵﾄﾞﾙｽ2世｣
897年12月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･孝恭王1年12月|新羅･真聖女王が金城(慶州)の北宮で死去
898年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~903年)
898年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱｯｻﾞﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｯﾊﾞｰ
898年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾕﾌｨﾘｽ王｢As'ad bin Ibrahim｣(~944年)
898年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｱﾀﾅｼｳｽ｣
898年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｼｶﾞｰﾙ｣(~908年)
898年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ｶﾞｽﾞﾘﾝ3世｣(~900年)
898年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ4世｣(~915年死去)
898年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾘｼｬｰﾙ(正義公)｣(~921年)
898年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏｼﾞｬｰﾙ人がｲﾀﾘｱへ侵入を開始
898年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｳｰﾄﾞ｣兼西ﾌﾗﾝｸ国王､ﾈｳｽﾄﾘｱ辺境伯､ﾊﾟﾘ伯/46歳
898年1月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｸ王｢ｳｰﾄﾞ｣⇒ｼｬﾙﾙ3世単純王が単独統治(~09220630)
898年1月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ﾌﾙｸ1世赤顔伯｣ｲﾝｹﾞﾙｹﾞﾘｳｽ(ｱﾝｼﾞｭｼﾞｪ)とｱﾃﾞﾗｲｽ･ﾀﾞﾝﾎﾞﾜｰｽﾞの息
  子(~942年死去/72歳)
898年1月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第116代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ9世｣(~09000105死去)
898年1月26日-08:00|中国|  ||南詔･中興1年|南詔13代･舜化貞が中興と改元(-902)
898年3月26日-08:00|中国|  ||唐･乾寧5年3月|幽州盧龍軍節度使の劉仁恭の子の劉守文が滄州を陥落させ､義昌
  軍節度使の盧彦威がﾍﾞﾝ州に逃れた
898年4月9日-09:00|日本|  ||寛平10年3月15日|<死去>仁明天皇皇子国康親王(母:藤原賀登子)
898年5月20日-09:00|日本|  ||昌泰1年4月26日|寛平から昌泰に改元
898年5月24日-08:00|中国|  ||唐･乾寧5年5月|この月､馬殷が邵･衡･永の三州を陥落させ､刺史の蒋勲･楊師遠･
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  唐旻がここに死んだ
898年5月26日-08:00|中国|  ||唐･乾寧5年5月3日|朱全忠がﾗｸ州を陥落させ､刺史のｹｲ善益がここに死んだ/また
  ｹｲ州を陥落させた
898年6月6日-08:00|中国|  ||唐･乾寧5年5月14日|朱全忠が磁州を陥落させ､刺史の袁奉韜がここに死んだ
898年8月19日-08:00|中国|  ||唐･乾寧5年7月28日|朱全忠が唐州を陥落させ､また隋州を陥落させ､刺史の趙匡ﾘ
  ﾝを捕らえた
898年9月10日-08:00|中国|  ||唐･光化1年8月21日|朱全忠が鄧州を陥落させ､刺史の国湘を捕らえた
898年9月16日-08:00|中国|  ||唐･光化1年8月27日|唐･昭宗が光化(-901年3月)と改元
898年10月6日-08:00|中国|  ||唐･光化1年9月17日|銭鏐が蘇州を陥落させた
898年10月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ･ﾀﾞ･ｽﾎﾟﾚｰﾄ｣兼ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ2世｣東ﾌﾗﾝ
  ｸ王ｱﾙﾇﾙﾌに敗れて追放される
898年10月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国対立皇帝｢ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣東ﾌﾗﾝｸ王ｱﾙﾇﾙﾌに敗
  れて追放され死去
898年10月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱﾘﾍﾞﾘｯｸ1世｣(~922年)
898年10月21日-08:00|中国|  ||唐･光化1年10月3日|朱全忠が安州を陥落させ､刺史の武瑜がここに死んだ
898年12月17日-08:00|中国|  ||唐･光化1年11月|衢州刺史の陳岌が叛いて楊行密についた
899年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>古ﾏﾀﾗﾑ王国国王｢ﾊﾞﾘﾄｩﾝ｣(~911年)
899年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾔｼｮｳﾞｧﾙﾏﾝ1世(ﾖｰｻｵｳﾞｧﾙﾏﾝ1世)｣全国を統一.ﾔｼｮﾀﾞﾗﾌﾞﾗを王都とする
899年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ･ﾋﾞﾝ･ﾓﾊﾒｯﾄﾞ
899年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻｼﾞﾄﾞ朝ｱﾌｼﾝ｢Abdu Ubaydullah Muhammad Ibn Abi'l-Saj｣(~901年死去)
899年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Shahriyar3世ibn Jamshid｣(~938年)
899年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾏﾃｨﾔ君主｢Abu-Sa'id Jannabi｣(~913.6死去)
899年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Munio Nunez｣(~901年)
899年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<復位>ﾙｽﾀﾑ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊｰﾃｨﾌﾞ･ﾕｰｽﾌ｣(~906年)
899年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||聖ﾔｺﾌﾞの遺体が発見され､ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ｺﾝﾎﾞｽﾃﾗが建設
899年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｰﾙｽﾞ地方のﾌﾞﾘﾄﾝ人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王の宗主権を認める
899年2月2日-08:00|中国|  ||唐･光化1年12月18日|李罕之がﾛ州を陥落させ､節度留後を自称/李克用が沢州を陥
  落させた
899年2月14日-08:00|中国|  ||唐･光化2年1月|この月､李罕之が沁州を陥落させた/劉仁恭が貝州を陥落させた
899年3月15日-08:00|中国|  ||唐･光化2年2月1日|朱全忠が蔡州を陥落させ､奉国軍節度使の崔洪が淮南に逃れ
  た
899年4月27日-09:00|日本|  ||昌泰2年3月14日|<死去>為子内親王(生年生年未詳/皇族)
899年5月7日-08:00|中国|  ||唐･光化2年3月24日|朱全忠が沢州を陥落させた
899年6月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾊｻｰ地方でｶﾙﾏﾄ派が独立国家を樹立
899年7月26日-08:00|中国|  ||唐･光化2年6月15日|保義軍が乱を起こし､その節度使の王ｷｮｳを殺して､その将の
  李ﾊﾝが叛いて朱全忠についた
899年8月10日-08:00|中国|  ||唐･光化2年7月1日|海州の戍将の陳漢賓がその州をもって叛いて楊行密についた
899年8月10日-08:00|中国|  ||唐･光化2年7月1日|馬殷が道州を陥落させ､刺史の蔡結がここに死んだ
899年9月9日-08:00|中国|  ||唐･光化2年8月|李克用が沢･ﾛ･懐の三州を陥落させた
899年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ王｢Alfraed Athelwulfes sunu(ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王)｣約50歳
899年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｱﾝｸﾞﾛ･ｻｸｿﾝ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ長兄王｣ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王とｴｱﾙﾌｽｳｨｽの男子(~924071
  7死去)
899年10月27日-09:00|日本|  ||昌泰2年9月19日|相模国足柄峠･上野国碓氷峠に関所を設ける
899年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelwald Athelraedes sunu｣(~09021213死去)
899年12月7日-08:00|中国|  ||唐･光化2年11月|馬殷がﾁﾝ･連の二州を陥落させ､刺史の陳彦謙･魯景仁がここに
  死んだ
899年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･東ﾌﾗﾝｸ王･ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｱﾙﾇﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ｹﾙﾝ
  ﾃﾝ｣
899年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ﾊｯﾄｰ｣(1回目~09000204
  )
899年12月17日-08:00|中国|  ||唐･光化2年11月11日|保義軍の将の朱簡がその節度使の李ﾊﾝを殺して､叛いて朱
  全忠についた
900年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｶﾗｳﾘ国
900年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国
900年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Maravarman Rajasimha3世｣(~920年)
900年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｬﾝﾊﾞ国首都がﾁｬﾝﾊﾞに移転
900年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾔﾙﾙﾝ王朝の西ﾁﾍﾞｯﾄ分家により､ﾑｶﾞ･ﾘｽ･ｽｺﾙ･ｸﾞｽﾑ国設立
900年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱﾙ=ｻﾙﾄ･ﾋﾞﾝ･Al-ｶｼﾞﾑ→同年,ｲﾏｰﾑ:ｱﾙ=ﾊｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ
900年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｸﾘﾐｱはﾍﾟﾁｪﾈｸﾞが支配(~1030年)
900年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ｸﾗｼﾞﾐｰﾙ1世｣(~908年)
900年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾋｭｰ1世｣(~933年)
900年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾝﾀﾞﾙｽでｱﾗﾌﾞ領主ﾊｯｼﾞｬｰｼﾞｭと西ｳﾏｲｱ朝が対立
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900年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Domhnall mac Causantin(ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ2世"ﾏﾀﾞﾑ"ないし"狂王")｣
900年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢ﾏｰﾌｨﾝ･ｱﾌﾟ･ﾛﾄﾞﾘ｣
900年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Constantin mac Aedha(ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ2世中年王)｣(~943年)
900年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢ﾙｳｪﾘﾝ･ｱﾌﾟ･ﾏｰﾌｨﾝ｣(~942年死去)
900年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||このころ､北米でﾄｳﾓﾛｺｼを主としたﾐｼｼｯﾋﾟ文化が誕生
900年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｱﾃﾅﾙﾌ1世｣ｶﾌﾟｱ公(~910年死去)
900年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾃﾞﾙﾁｽ2世｣
900年1月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第116代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ9世｣
900年1月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>東ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ幼童王｣ｱﾙﾇﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ｹﾙﾝﾃﾝの息子(~9110920死去
  )
900年2月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第117代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ4世｣(~09030730死去)
900年2月4日-09:00|韓国|  ||後百済･正開1年|<即位>後百済｢甄萱｣(~935年)国号を百済と定め正開と改元
900年2月4日-09:00|日本|  ||昌泰3年|魂生大明神創建(大鷲神社･千葉県安食)<男性器を祀る>
900年2月4日-08:00|中国|  ||唐･光化3年|中国･唐代昭宗が宦官に幽閉され､皇太子の李裕が宦官によって帝位
  に擁立される
900年2月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･東ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世幼童王｣(~091
  10920死去)
900年5月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｻｰﾏｰﾝ朝のｲｽﾏｰｲｰﾙ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞが､ｻｯﾌｧｰﾙ朝のｱﾑﾙ･ﾌﾞﾝ･ｱｯﾗｲｽを破り､ﾊﾞﾙﾌで捕虜とする
  ､ﾎﾗｻｰﾝを併合
900年5月2日-09:00|日本|  ||昌泰3年4月1日|<死去>光孝上皇皇太后班子女王(68/父:桓武天皇皇子仲野親王､宇
  多天皇生母)
900年6月22日-09:00|日本|  ||昌泰3年5月23日|<死去>太皇太后藤原明子(73/文徳天皇の女御､清和天皇の母)
900年8月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ王｢ｽﾞｳﾞｪﾝｳﾞｫﾙﾄﾞ｣
900年8月17日-09:00|日本|  ||昌泰3年7月20日|<死去>文徳天皇皇女晏子内親王(母:藤原列子.第30代伊勢斎王)
900年9月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国摂政｢ﾏｲﾝﾂ大司教ﾊｯﾄｰ｣(~09110924)
900年9月21日-08:00|中国|  ||唐･光化3年8月25日|李克用がﾗｸ州を陥落させ､刺史の朱紹宗を捕らえた
900年9月27日-09:00|日本|  ||昌泰3年9月|奨学院を大学寮南曹とする
900年9月27日-08:00|中国|  ||唐･光化3年9月|朱全忠がﾗｸ州を陥落させた/銭鏐がﾌﾞ州を陥落させ､刺史の王壇
  が宣州に逃れた
900年9月27日-08:00|中国|  ||唐･光化3年9月|衢州刺史の陳岌が叛いて銭鏐についた
900年10月3日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｱﾗｳﾞｨｰ朝ｴﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾞｲﾄﾞ｣
900年10月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ国王｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ王ﾙｲ3世(⇒9010215からﾌﾗﾝｸ･
  ﾛｰﾏ皇帝~902年6月)
900年10月25日-08:00|中国|  ||唐･光化3年9月29日|朱全忠が瀛州を陥落させた
900年10月27日-08:00|中国|  ||唐･光化3年10月2日|朱全忠が景州を陥落させ､刺史の劉仁霸を捕らえた
900年11月1日-08:00|中国|  ||唐･光化3年10月7日|朱全忠が莫州を陥落させた
900年11月21日-08:00|中国|  ||唐･光化3年10月27日|朱全忠が祁州を陥落させ､刺史の楊約がここに死んだ
900年11月24日-08:00|中国|  ||唐･光化3年10月30日|定州を陥落させ､義武軍節度使の王ｺｳが太原に逃れた
900年11月29日-08:00|中国|  ||唐･光化3年11月5日|左右神策軍中尉の劉季述と王仲先と内枢密使の王彦範およ
  び薛斉ｱｸが乱を起こす
900年12月4日-08:00|中国|  ||唐･光化3年11月10日|<即位>唐第23代皇帝｢(徳王李裕)李裕｣(~901年1月24日)
900年12月4日-08:00|中国|  ||唐･光化3年11月10日|<廃位>唐第22代皇帝｢昭宗李敏｣ｸｰﾃﾞﾀｰによって


